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序文

団体営士地改良総合事業に伴う茂木地区の発掘調査は、平成６～７年の２カ

年に渡り稲荷窪Ａ地点遺跡、稲荷窪Ｂ地点遺跡が行われました。ここに平成７

年度刊行の稲荷窪Ａ地点遺跡発掘調査報告書に続き、稲荷窪Ｂ地点遺跡の報告

書を刊行いたします。

今回の発掘調査では、縄文時代～歴史時代の住居跡等が検出され、Ａ地点遺

跡と共に当地に於ける縄文文化や古墳文化を解明する貴重な資を提示されたも

のと思います。今後、本書が地域の歴史や文化を解明する上での一端となれば

幸いです。

本書の刊行にあたり、多大な尽力を賜りました関係諸機関・地元関係各位に

たいして、心から感謝の意を表すと共に作業に携わった作業員の方々の労をね

ぎらい序といたします。

平成10年３月

大胡町教育委員会

教育長剣持平三郎



例

二一一百

1．本書は、平成７年度団体営土地改良総合整備事業茂木地区に伴う事前の埋蔵文化財発掘調査報告書
であり、本事業の第２集である。

2．発掘調査地区は、群馬県勢多郡大胡町茂木字稲荷窪と字梅沢に所在する遺跡群であるが、総称して
稲荷窪Ｂ地点遺跡と称する。

3．発掘調査は、平成７年６月10日より10月６日まで実施した。

4．発掘調査は、大胡町教育委員会直営で実施し、山下歳信と藤坂和延が担当した。

5．本書の作成は、編集・執筆を山下が行った。

6．発掘調査によって出土した遺物については総て大胡町教育委員会で保管管理している。

7．発掘調査から本書作成の過程で下記の方々や機関からご協力．ご指導をいただいた。記して感謝の
意を表します。（敬称略・順不同）

群馬県教育委員会文化財保護課大胡町農村整備課㈱測研技研測量設計㈱須賀工業㈱

真下高幸小管将夫綿田弘美谷藤保彦関根慎一小島純一子安和順宮田毅品田高志

中野純寺|埼裕肋関谷清治井上美代子大原きみ子石井よれ勅使川原幸枝小沢チヅエ

萩原秀子菅田ツル鈴木久美子五十嵐文江北爪珠美田村志づ江山下雅江

凡例

1．発掘区は５ｍ区画を作り、東西方向の西から数字、南北方向の南から北に向けてアルファベットを
使用した。

2．遺構実測図の方位記号は、真北を表す。

3．遺構実測図に記した基準線は海抜で表した。

4．遺構・遺物のスケールは下記の通りである。

全体図１：２０００調査区別全体図１：６００遺構図１：６０カマド１：３０

遺物図１：３～１：４
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茂木遺跡群

稲荷窪Ｂ地点遺跡

(｢団体営土地改良総合整備事業茂木地区」に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ）



Ｉ発掘調査に至る経緯と遺跡の位置、環境

本遺跡の発掘調査は、平成６年度より開始された団体営士地改良総合整備事業茂木地区の平成７年度

事業に伴い実施された。当教育委員会は、稲荷窪Ａ地点と同様に遺跡範囲確認の試掘調査を実施し、エ

事概要に即した取り扱いを当町農村整備課と協議。エ事概要から遺跡範囲を確定し、同年６月により発

掘調査を開始した。

本遺跡の位置と環境については、平成８年度刊行の稲荷窪Ａ地点遺跡を参照していただきたい。

Ⅱ検出きれた遺構と遺物の概要

平成６年度に調査された稲荷窪Ａ地点遺跡と同台地上の北方に続く稲荷窪Ｂ地点遺跡(第１図)では、

台地中央部～南西傾斜面のＩ調査区（第２図)、それに続く台地平坦部のⅡ調査区（第２図)、同台地の

西に湾入した低地部から西～南西傾斜面で構成されるIⅡ調査区(第３図)、低地を挾んで小さく突出する

字梅沢地区のⅣ調査区（第３図）に縄文時代・古墳時代後期・歴史時代の遺構・遺物を検出した。

Ｉ調査区は稲荷窪Ａ地点遺跡が選地する台地を南北に区画する道路の北方にあり、１３号住居跡が位置

する東傾斜面から縄文時代の遺構・遺物が集中する台地平坦部、そして西～北方に伸びる西傾斜面から

14.15号住居跡が位置する平坦部を総称する。１８号住居跡と15号住居跡の位置する平坦部は、ローム面

に達する整地事業が行われ為、遺跡の存在は皆無と考えられる。

検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡３軒、集石遺構２基、土坑が検出され、前期初頭黒浜式期

～中期後葉加曽利Ｅ２式等の遺物が出土した。１号集石遺構からは内面朱塗の有孔鍔付土器がある。古

墳時代後期の竪穴住居跡は、１８号住居跡を最南端として北方に５軒が検出された。

Ⅱ調査区は、Ｉ調査区から伸びる道路敷部分を中心として調査区を設定し、北方部分で古墳時代後期

の13号住居跡を検出したのみである。

Ⅲ調査区は切土部分を中心とした調査区で、台地の西に湾入した小谷地部分と西～南西傾斜面からな

る。この調査区では、古墳時代後期の住居跡が12軒、Ｂ軽石を覆土上面に堆積する１号溝や近世と考え

られる地割りの溝等を検出した。

低地部で検出された古墳時代後期の竪穴住居跡には、人為的にローム士で埋められた６．７．８．１１

号住居跡があり、１号潤の掘削土による埋め土と考えられる。

出土品としては、県内では類例の少ない円筒形土器が７号住居跡から、西毛地区で多く見られる木の

葉形土器が９号住居跡から検出された。

Ⅳ調査区は新設道路部分の調査区で､南端部で歴史時代の竪穴住居跡と近世の地割りの溝を検出した。

Ⅲ縄文時代の遺構と遺物

Ｊ１号住居跡（第４図）

Ｉ調査区のＢＣ・ＢＤ－６０Ｇ、ＢＣ・ＢＤ－６１Ｇに跨がって、標高131.30ｍ前後の台地平坦部に検出

された。南東方向にＪ２号住居跡、北東方向に18号住居跡が位置する。

形状は南東～北西方向に長い楕円形を呈し、長軸長6.55ｍ、短軸長5.97ｍを測る。掘り込みは21～4２

Ｚ 
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第４図Ｊ１号住居跡

c､が残存する。床面はほぼ平坦なローム面で、Ｐ１，Ｐ２，Ｐ５、Ｐ６等の柱穴周辺に硬化面が認めら

れる。周溝は部分的に検出され、Ｐ１～Ｐ７～Ｐ６、Ｐ３、Ｐ５の背後の壁面下にある。幅15～20cm、

深さ２～５cmを測る。柱穴は９カ所に検出され、Ｐ１～Ｐ６の６本柱穴が主柱穴と考えられる。形状は

楕円形が円形を呈し、深さ58～69cmである。炉祉は床面のほぼ中央部に位置し、西辺を構成する３石か

ら推察して南方が開口する石囲い炉と考えられる。遺物は炉祉前面からＰ５間に集中して出土した。

出土遺物（第５．６図１～32）

１はキャリパー形を呈する深鉢形土器で、復元口径40cm、残存器高36.5cmを測る。口縁部無文帯と胴

部は併走する２本１組の隆帯で区画され、胴部は同隆帯を垂下させて方形区画を作る。地文はＲＬの縄

文を充填する。２は沈線による渦巻文を施す４単位の突起を有し､楕円区画内を縦位の沈線で充填する。

復元口径は39cmである。３～５は口縁部文様体の区画内を縦位や斜位の沈線で充填し、３と６には突出

した渦巻文を配し、区画文内はＲＬの縄文を充填する。８の口縁部片は隆帯区画内に沈線を矢羽状に配

し、山形の隆帯に沿わせて円形刺突文を施す。９は橋伏把手を付し、口縁部無文帯を有する。施文はＲ

５ 
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Ｌの縄文を充填する。加曽利Ｅ４式に比定される。１０の頚部片は、横位に巡る隆帯上に刺突文を連続さ

せる。１１の頚部片には沈線による区画文が巡る。１２～17の胴部片は、２～３本１組の沈線と蛇行懸垂文

を垂下させる。１８は隆帯による懸垂文が垂下する。１９は平行沈線に連続爪形を施し、胴部と口縁部文様

帯を区画する諸磯ａ式期の土器片。２０は前期初頭に比定される尖底土器｡石器としては、２１～24の石鍬、

25の石錐、２６と27の掻器、２８～32の打製石斧が出土した。

床面出土の土器様相から本住居跡は中期後半加曽利Ｅ２式に比定される。

Ｊ１号住居跡出土石器法量

番号｜種類長さ｜幅｜厚さ｜重量｜石質｜番号｜種類｜長さ｜幅｜厚さ｜重量｜石質

２２１石鱸３．５１．９０．６１３．１１黒色頁岩２１１石錐１５．３１２．０１０．８１７．４１黒色頁岩

２４１石銭１２．３１１１．８１１０．４１１．４１黒色頁岩２３１石錐’３，’１．５１０．５１２．０｜黒色頁岩

２５１石錐４．１１２．７１０．６１６．０｜デイサイト２６削器’４．３１１５．１１０．７１２１淑密質安山岩

2７削器’６．９１１４．３１１．３１１２６１黒色頁岩 2８石斧’１２．５５．８３．２１２７５１デイサイト

2９石斧１１．１５．８１．４９６流紋岩３０石斧１０．０４．３２．４１４９綴密質安山岩

3１石斧５．８３．１１．３３０安山岩質凝灰岩３２石斧５．５４．３１１３３デイサイト

２号住居跡（第７図）

Ｉ調査区のＢＡ－６１．６２Ｇに大半を占め、標高130,90～131.00ｍ間の台地平坦部に検出された。北辺

の西寄りに１号土坑が重複し、北東方向に１．２号集石土坑、北西方向にＪ１号住居跡が位置する。

形状は南北に長い隅丸台形状で北辺が緩やかな弧状を呈する。規模は南北長4.36ｍ、東西最大長3.94

ｍを測る。掘り込みは最大残存が西壁の中央部で85cm、南壁中央部で83cm、東壁中央部で77cmである。

床面はほぼ平坦である。周溝は全周し、東壁下の周織の途中から西方の周溝と60cm前後幅で併走する拡

|b□ 

Ａ 

|更 に

Ａ 1３１．０ Ａ」

第７図Ｊ２号住居

８ 

番号 種類 長さ 幅 厚さ 重量 石質 番号 種類 長さ 幅 厚さ 重量 石賀

2１ 石繊 ５．３ 2.0 0.8 7.4 黒色頁岩 2２ 石鑑 3.5 1.9 0.6 3.1 黒色頁岩

2３ 石錐 3.0 1.5 0.5 2.0 黒色頁岩 2４ 石銭 2.3 1.8 0.4 1.4 黒色頁岩

2５ 石錐 ４－１ ２．７ 0.6 6０ デイサイト 2６ 削器 4.3 5.1 0.7 2１ 織密質安山岩

2７ 削器 ６．９ 1４．３ Ｌ３ 126 黒色頁岩 2８ 石斧 1２．５ 5.8 3.2 275 デイサイト

２９ 石斧 1１．１ ５．８ １．４ 9６ 流紋岩 3０ 石斧 1０．０ 4.3 2.4 149 綴密質安山岩

3１ 石斧 ５．８ 3.1 1.3 3０ 安山岩質凝灰岩 3２ 石斧 5.5 4.3 ＬＩ 3３ デイサイト
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第８図Ｊ２号住居跡出土遺物

張前の周溝がある。幅10～20cmで深さ８～15cmを測る。柱穴は６カ所に検出され、Ｐ１はほぼ中央部に

配され、３５×33cmの円形で深さ40cmである。Ｐ２はＰ１の北方30cm程で、４２×33cmの楕円形で深さ43ｃｍ

を測る。Ｐ３～Ｐ５は20～30cm前後の楕円形か円形で深さ15～28cmである。Ｐ６は西壁下の周溝内やや

南寄りに配され、３９×28cmの楕円形で深さ35cmである。炉祉の存在は検出されなかった。遺物は南壁下
の中央部分に集中し、北方部分にも散在して出土。

出土遺物（第８図１～12）

9 



１は平口縁を呈する深鉢形土器で､直立する胴部上位から屈曲部を設け､直線的に開くロ縁部とする。

地文は無節ＲとＬＲの斜縄文を交互に充填する。２と３は同一個体と考えられ、２は直線的に大きく開

く口縁部片で､横位に巡らす平行沈線による区画内にコンパス文を施す｡胴部片は羽状縄文を構成する。

４と６は、ＬＲとＲＬの縄文を施す。５は条線により文様を意匠する。７は付加条の縄文原体を施す。

８はＲＬの縄文を施す底部で、諸磯ａ式期の所産。石器は、磨石３点と打製石斧１点がある。９には細

かい敲打痕､１０は表裏面に凹痕が見られる。土器様相から本住居跡は前期黒浜式期の所産と考えられる。

Ｊ２号住居跡出土石器法量

番号｜極類｜長さ幅｜厚さ｜重量｜石質Ⅱ番号｜種類｜長さ｜幅｜厚さ｜璽量石賀
９１膳石９．７１７．９１５．４１５６５１輝石安山岩’１０１磨石１１２，１９．８１４．５１７１２１輝石安山岩
111唐石''１０．７１８．２１５．２１６０９１輝石安山岩’１１１２１石斧’８．６１４．６１２．３１１０２１１デイサイト

Ｊ３号住居跡（第９図）

Ｉ調査区の東方ＢＣ－６７．６８Ｇにその大半を占め、標高131.00～131.20ｍ間の緩やかな東傾斜面に検

出された。北西方向に18号住居跡が位置する。

形状は南西部分が調査区外であるが、南北に長い隅丸長方形を呈すると考えられる。掘り込みは南壁

で1.13ｍ、南東隅が95cm、北壁中央部分で1.01ｍである。規模は南北長608ｍ、東西長5.35ｍ前後を測

る。床面は東壁に併走して10cm程の段が2.3ｍ程あり、重複する住居跡の可能性がある。北方では緩やか
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第９図Ｊ３号住居

ＩＤ 

番号 種類 長さ 幅 厚さ 重量 石賀 番号 種類 長さ 幅 厚さ 重量 石賀

９ 磨石 9.7 7.9 5.4 565 輝石安山岩 1０ 磨石 1２．１ 9.8 ４－５ 712 輝石安山岩

1１ 磨石 1０．７ ８．２ 5.2 609 輝石安山岩 1２ 石斧 8.6 4.6 ２－３ 102 デイサイト
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第10図Ｊ３号住居跡出土遺物（１）
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第11図Ｊ３号住居跡出土遺物（２）

な傾斜面が中央部に向けて続く。周溝は検出されなかった。

柱穴は11カ所に検出され、Ｐ１～Ｐ９は南壁下から東壁沿いの段差に部分に配され、２０～40cmの円形

か楕円形で深さ８～44cmである。Ｐ10は北方の傾斜面への変換部に配され、P11は斜めの掘り込みで深

さ43cmである。中央部の西には南北に長い楕円形の土坑状掘り込みＰ12がある。規模は南北長い1.45ｍ、

東西長97cmで深さ40cmを測る。炉吐の存在は中央部やや南寄りに分布する焼土部分に地床炉の可能性が

考えられる。

遺物はＰ12部分に集中し、南方部分に散在する。覆土内から前期後葉～中期中葉の遺物が出土した。

出土遺物（第１０．１１図１～26）

’は胴部がくの字状に屈曲し、口縁部が直線的にやや開口する深鉢形土器。口唇部に連続する刻み目

を施し、ＬＲの斜縄文を施す。内面は器面調整の削痕が残る。２～６は連続爪形文を伴う平行沈線で文

Z２ 



様を意匠する。３と４は波状を呈する口縁部片。７は平口縁を呈し、４条１組の条線を５段に横位に施

し、条線文間に同施文具で鋸歯文を描き、恐らく４単位で円形刺突文を垂下させる。８は口縁部文様帯

を連続爪形を伴う平行沈線で区画し、区画内に沈線で肋骨を施す。９は山形突起を付す口縁部片で、平

行沈線により波状文を施す。１０はＬＲの縄文を充填する胴部片。１２は連続する刻み目を施す隆線で文様

を意匠する諸磯ｂ式。１３はくの字状に屈曲するロ縁部片で、平行沈線で文様を意匠する。１４は集合条線

を矢羽状に施し、円・棒状の貼付文を付す諸磯ｃ式の所産。１５は前期初頭の所産。１６は隆帯により渦巻

文と区画文を施し、区画内を縦位の沈線で充填する加曽利Ｅ２式の所産。石器は、石砿１点、多孔石１

点、磨石３点、打製石斧２点、石錐２点、掻器１点がある。

土器様相から本住居跡は、前期諸磯ｂ～ｃ式期の所産と考えられる。

Ｊ３号住居跡出土石器法量

番号種類長さ幅厚さ重簸石質番号種類長さ幅厚さ璽舷石質
１７石繊１．４Ｌ４０．２０．３チャート１８多孔滴１０．３９．３８．４１００６輝石安山岩
１９磨石７．８６．０４．５２１０輝石安Ll1岩２０磨丁「９．４７．３５．２４１８輝石安山岩
２１磨石７．０５．９３．５１７２２２石斧１１．２６．１１．７１３３織密質安山岩
２３石斧９．８４．２１．２５０デイサイト２４石錐７．３５．４０．９３７織密質安山岩
２５石錐５．５４．１０．８１５デイサイト２６石錐４．４Ｌ７１．０６砂岩

１号土坑（第12図）

Ｉ調査区で検出されたＪ２号住居跡の北西部、ＢＡ－６１Ｇに位置する。２段状の掘り込みを呈し、上

部は下部は南北に長い隅丸方形の形状で､南北最大長Ｌ２８ｍ東西長２３ｍで深さ1.25ｍを測る。壁面はや

や袋状となる。床面は平坦である。出土遺物は皆無であった。

２号土坑（第13図）

１V調査区の３号溝に切られ、１号住居跡と３号住居跡間の傾斜面のＤＦ－４１Ｇに位置する。傾斜方向

に長い隅丸方形を呈する。規模は長軸長1.65cJn、短軸長1.46cmを測り、掘り込みは袋状とし、最深部で

1.06cmを測る。床面の南方に浅い掘り込みを有する。出土遺物は皆無であった。

Ａ Aｌ 1３１１ 

ル

Ｂ 1３１１円

第12図１号土坑

Ｚ９ 

番号 種類 長さ 幅 厚さ 重鑓 石質 番号 種類 長さ 幅 厚さ ､i趾 石質
1７ 石鍼 １．４ 1.4 0.2 0.3 チャート 1８ 多孔；ＩＥＩ 1０．３ 9.3 ８．４ 1006 輝石安山岩
1９ 磨石 7.8 6.0 4.5 210 輝石安山岩 2０ 磨丁「 9.4 7.3 ５．２ 418 輝石安山岩
2１ 磨石 ７．０ ５．９ 3.5 172 2２ 石斧 1１．２ 6-1 １．７ 133 織密質安山岩
2３ 石斧 9.8 ４．２ 1.2 5０ デイサイト 2４ 石錐 7.3 5.4 0,9 3７ 織密質安山岩
2５ 石錐 5.5 ４．１ ０．８ 1５ デイサイト 2６ 石錐 ４．４ Ｌ７ 1.0 砂岩



133.4Ａ‘ Ａ 

Ａ 

133.3Ｂ‘ Ｂ 

第１３図２号土坑

１号集石土坑（第14図）

Ｉ調査区の中央部ＢＢ－６３Ｇに検出され、標高131.20ｍ付近の平坦部に位置する。北方に２号集石が

隣接し、南西にＪ２号住居跡、北西にＪ１号住居跡が配されている。

集石は長軸長85cm、短軸長68cmの楕円形の掘り込み内の上面をほぼ覆い、中央部に水平に据えられた

２石を囲む様に周縁部に礫を配している。

遺物は集石間と周辺のグリットで検出された。底部から口縁部に至る破片から有孔鍔付土器と考えら

れる。内面には朱彩が施され、胴部は隆帯で文様を意匠する。

２号集石土坑（第15図）

Ｉ調査区のに'.央部ＢＣ－６３Ｇに検出され、１号集石の北方1.7ｍに位置する。集石は90～95cm程の円形

の掘り込みと西方に散在し、掘り込み内は上面に堆積するカーボン粒・焼土粒を含むにぶい黄褐色土に

配され、２５～６cm程の礫が中央～南西部に集中している。深さは最深部で37cmを測る。

遺物は集石間と遺構外に散在する。１は口縁部を無文帯とし、胴部を隆帯で区画する。２は沈線で３

本１組で垂下させ、左右の垂下文の途中を剣先状とする。３の底部にも３本１組の沈線による垂下文を

施している。中期後葉の加曽利Ｅ２式の所産である。

包含層出土遺物（第16～20図１～128）

１～５は前期初頭の所産、６～15は前期中葉に比定される黒浜式。９～11,14は付加条の原体を施す。

12は波状口縁を呈する口縁部片で、１３は条線により菱形文を構成するのであろう。１６～23は前期後葉の

諸磯式。１６は連続爪形文を施す平行沈線で区画された口縁部文様帯内を縦位の条線で区画し、左右対称

に条線を斜位に充填する。そして縦位の条線上に円形刺突文を加飾する。１７～20は斜位の刻み目を施す

隆帯と連続する爪形文を施す平行沈線で文様を意匠し、１８には補修孔がある。２１は連続する爪形文を施

す平行沈線で文様を意匠し、空間部に円形刺突文を加飾する。２２は連続する爪形文を施す平行沈線で文

様帯を区画し、胴部にＲＬの斜縄文を施す。２３は２４～77は中期後葉の加曽利Ｅ２式。２４～29は隆帯に

7４ 
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第19図包含層出土遺物（４）
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よる口縁部文様帯の楕円区画内を縦位か斜位の沈線で充填する口縁部片。３０～37は楕円区画内を縄文で

充填する。３９～42は隆帯上や沈線文間に連続する刺突文を施す。４３～77は頚部から底部片で、その大半

が沈線により文様帯を区画して胴部には２～３本１組の懸垂文や蛇行懸垂文を施す。５４，５７と58には端

部を渦巻文とする施文が見られる。７８～82は口縁部に無文部を設ける加曽利Ｅ４式。８３は後期の所産と
考えられる底部片。８４は土製円盤。

８５は石垂。８６～89は石鍼。９０は石錐。９１は有溝砥石。９２～96は磨石。９８と99は凡字型石器。128は石皿

片。

包含層等出土石器法量

番号種類長さ幅厚さ重量石質番号麺類長さ幅厚さ璽逓石質
８５垂飾４．４３．４０．９２３．４８６石錐（2.1）Ｌ９０．２１．３頁岩
８７石鍍（2.8）２．２０２１．８黒色頁岩８８尖頭器（3.3）（2.7）０．９７．３黒耀石
８９石鹸４．０１．９９．７８．５チャート９０石錐（4.8）１．８０．７0５

9１砥石１２．２４．８１．７１５０９２磨石１１．７７．９４．８６９４輝石安山岩

９３膳石１２．２９．０４．６７４３）Iill石安山岩９４磨雁112.3６．８３．０３７３輝石安山岩
９５膳石５．９８．９４．９３０６脈石安山岩９６磨石６．９６．６５.(）２０２輝石安山岩
9７磨石５．６５．５３．７１３９獅石安山岩９８叩石１２．９６．７５．３６３５

輝石安山岩

9９叩石１２．９６．４５．７４４１デイサイト１００スル彬醗１０．５７．２６．３５９７デイサイト

101石斧１２．３４．１２．５１６７安山岩質凝灰岩１０２石斧１４．６６．１４．７５１２

103石斧１８．８７．１３．５８６４１０４石斧１０．７５．２１．８１２１安山岩質凝灰岩

105石斧１３．２５．７２．７２１０デイサイト１０６石斧138４．３１．８１２６安山岩質凝灰岩
107石斧１２．６７．１１．７１７７安山岩質凝灰岩108石斧10.0５．３１．７１０２デイサイト

109石斧11.55.8２．４１４８織密質安山岩１１０石斧１３．９６．９３．０２１９安山岩質凝灰岩

111石斧５．１４．７１．１３０安山岩質凝灰岩１１２石斧８．４４．１２．０８８織密質安山岩

113石斧８．２４．８3.1152デイサイト１１４石斧５．９３．９１．８５１デイサイト

４－１ 

１１５１石斧’８．３１４．８１２．２１１２４１デイサイト’’１１６１石斧’７．２１５．０１１．７１６２１デイサイト

１１７１石斧’５．７５．２１１．０’３９１安山岩質凝灰岩'’１１８１石斧’８．１５．７１１．６１１０４１デイサイト

１１９１石斧１ｑ６９．３２．８１２３１１デイサイト’’１２０１削器’６．４１９．７１２３１１５７

121削器３．６４．０１．９２６デイサイト１２２削器５．０５．４１．３３２デイサイト

123削器５．６４．３１．３４２１２４削器４．３４８１．３２４デイサイト

１２５１削器１７．０１９－２１２４１１２８ １２６１削器１５．９１６－２３０１１５０

127削器’３．９１８．９１１．５４８デイサイト’１２８１石皿’１９．５１１２．８１７．８１４３５１輝石安山岩

２７ 

番号 種類 長さ 幅 厚さ 重量 石質 番号 種類 長さ 幅 厚さ 、:iii 石質
8５ 垂飾 4.4 3.4 0.9 2３．４ 8６ 石錐 (2.1） 1.9 0.2 1.3 頁岩

8７ 石鍍 (2.8） 2.2 0.2 1.8 黒色頁岩 8８ 尖頭器 (3.3） (2.7） 0.9 7.3 黒耀石

8９ 石雛 4.0 1.9 ９－７ ８．５ チャート 9０ 石錐 |(4.8） 1-8 0.7 0.5 

9１ 砥石 1２．２ 4.8 １．７ 150 9２ 磨石 '１１．７ ７．９ 4.8 694 輝石安山岩

9３ 磨石 1２．２ 9.0 ４．６ 743 )lill石安山岩 9４ 磨雁「 1２．３ ６．８ 3.0 373 輝石安山岩
9５ 磨石 5.9 8.9 ４．９ 306 脚【石安山岩 9６ 磨石 6.9 ６．６ 5.(） 202 輝石安山岩
9７ 磨石 5.6 5.5 ３．７ 139 籾石安山岩 9８ 叩石 1２．９ ６．７ 5.3 635 

9９ 叩石 1２．９ 6.4 ５．７ 441 デイサイト 100 スタンプ816;石器 1０．５ ７．２ ６．３ 597 デイサイト

101 石斧 1２．３ 4.1 2.5 167 安山岩質凝灰岩 102 石斧 1４．６ ６．１ ４．７ 512 

103 石斧 1８．８ 7.1 3.5 864 104 石斧 1０．７ ５．２ 1.8 121 安山岩質凝灰岩

105 石斧 1３．２ 5.7 2-7 210 デイサイト 106 |石斧 1３．８ ４．３ 1.8 126 安山岩質凝灰岩

107 石斧 1２．６ 7.1 Ｌ７ 177 安山岩質凝灰岩 108 石斧 10.0 ５．３ １．７ 102 デイサイト

109 石斧 1１．５ 5.8 2.4 148 織密質安山岩 110 石斧 1３．９ ６．９ 3.0 219 安山岩質凝灰岩

111 石斧 5.1 4.7 Ｌ１ 3０ 安山岩質凝灰岩 112 石斧 8.4 ４．１ ２．０ 8８ 織密質安山岩

’１１３ 石斧 8.2 4.8 3.1 152 デイサイト 114 石斧 5.9 ３．９ １．８ 5１ デイサイ

115 石斧 8.3 4.8 2.2 124 デイサイト 1１ 石斧 7.2 ５．０ １．７ 6２ デイサイ

117 石斧 5.7 ５．２ 1.0 3９ 安山岩質凝灰岩 1１ 石斧 8.1 ５．７ 1.6 104 デイサイ

119 石斧 1０．６ ９．３ 2.8 231 デイサイト 1２ 削器 6.4 ９．７ ２．３ 157 

121 削器 ３．６ ４．０ Ｌ９ 2６ デイサイト 1２ 削器 5.0 5.4 １．３ 3２ デイサイ

123 削器 ５．６ ４．３ 1.3 4２ １２ 削器 4.3 4.8 1.3 2４ デイサイ

125 削器 ７．０ ９．２ 2.4 123 1２ 削器 5.9 6.2 3.0 １５０ 

127 削器 ３．９ 8.9 1.5 4８ デイサイト 1２ 石皿 1９．５ 1２．８ ７．８ 1435 輝石安山岩



1Ｖ古墳時代の遺構・遺物

１号住居跡（第21図）

ＩⅡ調査区の北方に位置するＤＧ－４０Ｇの標高133-20～133.50ｍの緩やかな南西傾斜面に検出された。

東辺と中央部分に溝状の掘り込みが過り、南西に３ｍ離れて２号住居跡、南東方向に６ｍ離れて３号住

居跡が隣接する。

形状は南北に長い隅丸長方形を呈し､西辺が短い｡規模は長軸長4.1ｍ､短軸長3.33ｍを測る。主軸は、

Ｎ-69.-Ｅにとる。掘り込みは、最深部の南東隅で51cm、最浅部の北西隅で29cmが残存する。床面は、

ほぼ平坦なローム面である。周溝は、途切れ途切れの状態で検出され､北東隅と北壁下は２cmの深さで、

南隅部分で８cmの深さを測る。柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は南東隅に配され、規模は75×60cmの

南北にやや長い隅丸方形で、内部に８の字状に重複する掘り込みがある。南方部は40×30cmの円形、北

方部は35×30cmの隅丸方形で北方部が南方部より９cmほど深い。遺物等の出土状況から南から北へ作り

替えがなされたと考えられる。このことは、カマドの作り替えに伴う行為によるカマドと貯蔵穴のセッ

ト関係で造作が行われたことが看取される。カマドは東壁に２カ所に検出されたが、前記した様に作り

替えによる結果である。１号カマドは中央やや南よりに構築され、壁面を割り貫いたトンネル状の煙道

Ｃｌ 

⑪
、
園
、
目

●’ 

｡Ｉ 

目 133.8 Ｂ’ Ａ 133.8Ａ’ 

１号住居跡士層詳

１，溝状遺柵２，耕作土３，黒褐色土少量のＦＰを含む４，黒褐色土３層より明るいＬ、肩”且ｲｌＶＺ、識rFエ。、鶚陶巴エ少璽のＦｆを含む４，黒褐色土３層より明るい５，暗褐色土黒褐色土と少量のローム粒を含む

６，黒褐色土Ｂ７、暗褐色土ローム粒・ロームＢを含む８，黄褐色土全体にソフトで暗褐色土を含む９，黄褐色土ローム粒と暗褐色土
を含む１０、灰褐色粘土焼土粒を含む

第21図１号住居跡

2２ 
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第22図１号住居跡出土遺物

を1.05ｍほどの長さで東に設け、煙出部は25×22cmの楕円形で開口する。焚き口部の掘り込みは、２５×

30cmの円形気味で深さ10cm前後を測り、煙道より北に片寄って位置する。煙道部の側面と焚き口部に披

熱部が見られる。２号カマドは、１号カマドより50cmほど南寄りに構築されている。トンネル状の煙道

部は１ｍ程の長さが割り貫かれているが、煙出部は開口していない未完成の状態であった。遺物は、カ
マドの前面と貯蔵穴部分に集中して出土した。

2５ 



1号住居跡出土遺物観察表

番号器種口径器高底径胎土焼成色調

１土師器長胴瓢（21.0）〈29.3＞粗砂粒良好褐色～黒褐色

２土師器長胴誕（19.8）〈９０＞粗砂粒良好淡褐色～赤褐色

３土師器小型艶（16.3）（11.7）（7.0）粗砂粒良好淡褐色
４土師器坏（9.7）〈6.3〉粗砂粒良好赤褐色～赤黄褐色

成・整形技法等の特徴・備考

粗砂粒’良好褐色５１土師器鉢 <６．３＞ 

粗砂粒’良好｜|淡褐色～黒褐色６１土師器鉢１（22.7）’’１０．８

粗砂粒｜良好<すんだ褐色
微砂粒｜良好赤褐色

７１土師器坏１（13.8）３．３

８１土師器坏’（11.7）４．２

粗砂粒良好｜淡褐色９１土師器坏１３．７１４．３

微砂粒’良好ｌ暗褐Ⅷ色１０１土師器坏’（14.0）１４．１

粗砂粒’良好｜褐色～暗褐色１１１土師器坏’（12.0）１４．６

粗砂粒’良好｜褐色～黒褐色１２１土師器坏１（12.6）１（4.4）

微砂粒｜良好｜黒褐色１３１土師器坏１（12.4）ｌ〈3.5＞

粘土塊1４ 

１５１石製品臼玉ｌ口径１．４１高０．９１重さ2.1Ｒ｜石賀滑石

２号住居跡（第23図）

Ⅲ調査区のＤＦ－３８．３９ＧとＤＧ－３８．３９Ｇに跨がり、標高、間の南西傾斜面に検出された。北東方

向に１号住居跡、南東～南方向に３．４．６号住居跡が隣接して位置する。本住居跡は、西壁に構築さ
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第23図２号住居跡

２４ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土lMii器長胴瓢 (21.0） <29.3＞ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

土師器長胴誕 (19.8） 〈9.0＞ 粗砂粒 良好 淡褐色～赤褐色

土師器小型艶 (16.3） (11.7） (7.0） 粗砂粒 良好 淡褐色

土師器坏 （9.7） 〈６．３〉 粗砂粒 良好 赤褐色～赤黄褐色

土師器鉢 〈6.3＞ 粗砂粒 良好 褐色

土師器鉢 (22.7） 1０．８ 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色

土師器坏 (13.8） 3.3 粗砂粒 良好 <すんだ褐色

土師器坏 (11.7） ４．２ 微砂粒 良好 赤褐色

|土師器坏 1３．７ 4.3 粗砂粒 良好 淡褐色

土師器坏 (14.0） 4.1 微砂粒 良好 暗褐色

土師器坏 (12.0） ４．６ 粗砂粒 良好 褐色～暗褐色

土師器坏 (12.6） （4.4） 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

土師器坏 (12.4） 〈３．５＞ 微砂粒 良好 黒褐色

粘土塊

1５ 石製品臼玉 口径1.4 高0.9 重さ２．１９ 石賀滑石
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第24図２号住居跡出土遺物（１）
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第25図２号住居跡出土遺物（２）
２号住居跡土層註

１，黒褐色土ＦＰを均一に含む２，黒褐色土ＦＰを含み１層より明るい恥３，黒褐色土ＦＰが点在する４，黒褐色土
５，黒褐色土暗灰褐色土ＢとＦＰ・ＦＡが点在する６、暗灰褐色土灰白色粘質土・ロームＢを多量に含む７，暗褐色±
む８，暗褐色土ロームＢを含む９，暗褐色土灰白色粘質土を含む１０、暗褐色土１１、暗褐色土ロームＢを含む
12､暗灰褐色土灰白色粘質土を含む１３、暗褐色土全体にソフト

ＦＰ・ＦＡを含む

灰褐色粘質土を含

２号住居跡カマド土層註

１，暗褐色土灰白色粘土を含む２，暗褐色土やや砂質で灰白色粘土を含む３，暗褐色土砂質で灰白色粘土を含む４，暗褐色土灰白色
粘土を多量に含む５，暗褐色土焼土粒･カーボン粒を含む６、暗褐色土砂質７、暗褐色土２層に似る８、暗褐色土焼土Ｂ･粒、ロー
ム粒･カーボン粒を含む９，焼土Ｂ１０、暗褐色土焼け土Ｂ･粒、ロームＢを多遍に含む１１、灰白色粘土ローム粒を含む１２、暗褐色土粒
状

れた１号カマドを設けた住居跡を壊して東壁に見られる２号カマドを有する住居跡に作り替えられてい

る。

形状は東西に長い隅丸長方形を呈する｡規模は長軸長4.9ｍ､短軸長最大4.35ｍを測る｡主軸は､Ｎ-65.

-Ｅにとる。掘り込みは残存の最深部の北東隅で95cm、南西隅で42cmを測る。床面は、ほぼ平坦なロー

ム面である。周溝は、１号カマドの両脇が長軸中央部に連続し、南壁では１日住居跡の周溝に連結する。

西壁の中央やや北寄りに新住居跡の周溝が70cmほど残存する。柱穴は、南西隅のＰ１が検出された。貯

蔵穴は、１日住居跡に伴うと考えられる掘り込みがＰ１と重複してある。新住居跡に伴う掘り込みは北東

隅に設けられ、５２x40clnの方形で深さ35cmを測り、西に僅かな高まりが北壁に続く。カマドは西辺の中

央やや南寄りに拡張前の１号カマド跡がある。両袖部と燃焼部に使用された灰褐色粘土が残留し、焚き

口部の掘り方が認められる。２号カマドは東辺の中央やや南寄りに灰白色粘土に構築され、両袖部先端

の芯材に長甕を使用している。焚き口幅は32cmを測る。遺物はカマド前面と新貯蔵穴の周辺に集中する。

2号住居跡出土遺物
成・整形技法等の特徴・備考番号器種口径器高底径胎土焼成色調

１土師器長胴甕１７．４〈15.6＞粗砂粒良好淡褐色

２土師器長胴甕〈11.0＞６２粗砂粒良好褐色
３土師器長胴甕（18.3）〈５２＞粗砂粒良好赤褐色

４土師器長胴甕〈13.5＞５０粗砂粒良暗褐色
５土師器長胴巍１８．７〈26.0＞粗砂粒良好褐色～赤褐色
６土師器長胴甕１７．３３２５６．４粗砂粒良好褐色～淡黄褐色

７土師器脚台付蕊<14.4〉７．６粗砂粒良淡赤褐色
８土師器小型護１２．２１０．０粗砂粒良好褐色
９土師器小型甕（11.8）１０．８粗砂粒良好赤褐色
１０須恵器壷粗砂粒良好黒褐色
１１土師器坏１１．６４．９粗砂粒良好淡褐色～黒褐色

底部木葉痕

外面平行叩目、内面青海波の当て目

１２土師器坏１１．８４．０微砂粒良好｜赤褐色

１３土師器手握土器３．７３１３．８微砂粒｜良好｜黒褐色
1４編石長13.4幅6.7厚3.5重496石質花崗安山岩１５編石長12.2幅6.8厚3.9童389石質輝石安山岩
1６編石長11.5幅6.1厚3.5重427石質輝石安山岩１７編石長12.5幅7.2厚4.3童582石質礫岩
1８編石長１２９幅6.0厚3.7重454石質輝石安山岩１９編石長13.5幅6.2厚4.2重515石質輝石安山岩

２６ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴甕 1７．４ 15.6＞ 阻砂粒 良好 淡褐色

土師器長胴甕 １１．０＞ ６．２ 粗砂粒 良好 褐色 底部木葉痕

土師器長胴霊 (18.3） 5.2＞ 粗砂粒 良好 赤褐色

土師器長胴甕 １３．５＞ 5.0 粗砂粒 良 暗褐色

土師器長胴護Ｉ 1８．７ ２６.(]＞ 粗砂粒 良好 褐色～赤褐色

土師器長胴甕 1７．３ 3２．５ 6.4 粗砂粒 良好 褐色～淡黄褐色

土師器脚台付蕊 １４．４〉 7.6 粗砂粒 良 淡赤褐色

土師器小型蕊 1２．２ 10.0 粗砂粒 良好 褐色

土師器小型喪 (11.8） 1０．８ 粗砂粒 良好 赤褐色

須恵器壷 粗砂粒 良好 黒褐色 外面平行叩目、内面青海波の当て目

土師器坏 1１．６ ４．９ 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色

土師器ｊｉ 1１．８ ４．０ 微砂粒 良好 赤褐色

土師器手jｉ 土紫 3.7 ３．１ 3.8 微砂粒 良好 黒 ﾖ色

編石 長１ ､４ 属6.7 厚3.5 重496 石賀 ５樹安山岩 １５ 箭石 長12.2 幅6.8 厚3.9 童389 石質 輝石安山岩

６ 編石 長１ ､５ 幅6.1 厚3.5 重427 石賀 輝石安山岩 ’１７ 編石 長12.5 幅7.2 厚4.3 童582 石賀 礫岩

編石 長］ ､９ 幅6.0 厚3.7 重454 石質 輝石安'11岩 ’’９ 編石 長13.5 幅6.2 厚4.2 重515 石質 輝石安山岩

クニ仲居跡出士漬物



３号住居跡（第26図）

ⅡI調査区のＤＥ・ＤＦ－４１Ｇに跨がって標高133.20～133.80ｍ間の南西傾斜面に検出された。住居跡

の西方部分を南北に３号溝が走行し、北西方向に２号士坑､南西方向に２５ｍ隔てて４号住居跡が隣接す
る。

形状は東西に長い隅丸長方形を呈し､東辺がやや突出する｡規模は東西長３５ｍ､南北長2.53ｍを測る。

主軸は、Ｎ－７ｒ－Ｅにとる。掘り込みは、残存の良い傾斜面上方の北東隅で70cm、西辺では20cm前後が

残存する。床面は平坦で、カマド前面と中央やや南西よりにハード面がある。周溝は東壁を除く他壁面

下に部分的に検出された。最深い部分で５cmを測る。柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は南東隅でカマ

ド右袖の脇に配され、規模は63cm前後のやや歪んだ隅丸方形で、最深部で26cmを測る。カマドは東壁の

中央部分に灰白色粘土により構築されている。焚き口幅は40cmで60cmの燃焼部を設け、煙道部はトンネ

ル状の割り貫きで、1.25ｍの長さである。煙出部は32cm前後の円形で開口する。遺物は、貯蔵穴とカマ
ド内に出土した。
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第26図３号住居跡

3号住居跡出土遺物

|番号｜器極’１１径｜器高底径｜胎土｜焼成｜色認 成・整形技法等の特徴・備考

１土師器鉢（28.0）ｌ〈8-6＞ 粗砂粒’良好｜褐色

２１土師器壷 粗砂粒｜良好｜褐色～黒褐色<１４．４) 

３１土師器坏’（12.2）１３．７ 粗砂粒’良好｜褐色

４１土師器坏 粗砂粒良好淡褐色4.1 

５１粘土塊

６１１編石|長14.11幅５．７１厚３．４１重４１５１石質||花崗閃緑岩｜’

４号住居跡（第28図）

ＩⅡ調査区のＤＤ・ＤＥ－４０Ｇ、ＤＥ－４１Ｇに跨がって標高132.60～133.00ｍ問の傾斜面から低地面の

変換部に検出された。南西隅部分を１Ａ号溝が掠め、北東方向に３号住居跡、南～南西方向に５．６号

住居跡が隣接する。

形状は東西に長い隅丸長方形を呈し、南東部分が突出する。規模は東西長4.25ｍ、南北長3.75ｍを測

る。主軸は、Ｗ-17.-ｓにとる。掘り込みは、残存の良い北東隅で80cm、カマドの右袖部分では44cmが

２７ 

番号 器極 １１径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考
土師器鉢 (28.0） 〈８．６＞ 粗砂粒 良好 褐色

土師器壷 <１４．４＞ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

土師器坏 (１２．２） ３－７ 粗砂粒 良好 褐色

土師器坏 4.1 粗砂粒 良好 淡褐色

粘土塊

編石|長14.1 厨５．７１厚３．４１重4１ |石賀｜花崗閃緑岩｜’
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第27図３号住居跡出土遺物

残存する。床面は平坦なローム面である。周溝は、カマドの両袖部分から20cm前後の間隔を設けて全周

する。幅は10～20cm、深さ２～７cmを測る。柱穴は３カ所に検出された。形状は15cm前後の円形～楕円

形で、Ｐ１が最も深く49cm、Ｐ２が32cm、Ｐ３が17cmを測る。貯蔵穴はカマド左袖の脇で、南西隅に配

されている。規模は、５３×49cmのやや歪んだ隅丸方形で、最深部で43cmを測る。カマドは西壁の中央や

1３２．８ Ｃ」
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第28図４号住居跡
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４号住居跡土層註

１，暗褐色土と黒褐色土の混合土２，暗褐色土ＦＰと褐色土Ｂを含む３，暗褐色土２層に似るがＦＰが少量４，黒褐色土ＦＰとＦＡを
含む５，黒褐色土ＦＰとＦＡ、灰褐色粘質土、焼土粒を含む６，黒褐色土ＦＰとＦＡを含む７、にぶい黄褐色土８，黒褐色土ＦＰと
ＦＡ、ローム粒を含む９，暗褐色土ロームＢ、カーボン粒を含む１０、暗褐色土ローム粒を含む１１、にぶい黄褐色土ロームＢを含む
１２，７層に似る１３、にぶい黄褐色土ロームＢを含む１４，１３屑に似るがロームＢを多趾に含む

４号住居跡カマド土層註

１，暗褐色土灰白色粘土、ＦＰ、カーボン粒、焼土粒を含む２，註記漏れ３，１１Ｗに似るが焼土粒が少ない４，灰白色粘土Ｂ焼土粒を少
量含む５、暗褐色土灰白色粘土を含む６，暗褐色土灰白色粘土、焼土粒を含む７，暗褐色土灰白色粘土、カーボン粒、焼土粒を含む
８，暗褐色土灰白色粘土、焼土粒を含む9.10、灰白色粘土１１，７層に似るが焼け土粒を多く含む１２、暗褐色土ローム粒を含む
13、暗褐色土焼土Ｂを含む

や南寄りに灰白色粘土により構築され、袖部の先端に礫を芯材として設け、その礫間に架けた焚き口部

に使用した天井石が崩落している。焚き口１幅は25cmで焚き口から煙出部まで1.05ｍを測る。遺物は、カ

マド内とその両脇に集中して出土。
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第29図４号住居跡出土辿物
4号住居跡H-l＋潰物

番号’器極｜口径ｌ器高｜底径｜胎土｜焼成｜’色調 成・整形技法等の特徴・備考

１１土師器壷１１４．７１２４．１ 粗砂粒良｜褐色～赤褐色

２１土師器小型瓢 粗砂粒良好｜赤褐色～黒褐色1０２ 

３１土師器坏’（16.2）６．４ 粗砂粒’良好淡褐色

４１土師器坏１１．８４．１ 粗砂粒’良好｜淡褐色

５１土製品丸玉１４×1．２５１１．４重さ2.19

５号住居跡（第30図）

ＩⅡ調査区のＤＣ－３９Ｇ、ＤＣ・ＤＤ－４０Ｇに跨がって標高132.20～132.60ｍ間の南西傾斜面と低地と

の変換部分に検出された。北東隅を１Ａ号溝が掠め、北方向に3.5ｍ隔てて４号住居跡、西方に６号住居

跡が接近して位置する。

形状は東西に長い隅丸長方形を呈する｡規模は東西長4.4ｍ､南北長3.02ｍを測る｡主軸は､Ｎ－８２ｏ－Ｅ

にとる。掘り込みは、東壁の中央部で49cm、西辺の中央部で21cmが残存する。床面は中央部分から西方

と北方向に緩やかな傾斜面とする。周溝は西辺を除いて検出され、１幅15cm前後、深さ２～５cmを測る。

北壁下の中央部分には10cm前後の深さで不定形な掘り込みが続く。柱穴・貯蔵穴は検出されなかった。

２９ 

番号 器極 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器壷 1４．７ ２４ユ 粗砂粒 良 褐色～赤褐色

土師器小型麺 1０－２ 粗砂粒 良好 赤褐色～黒褐色

土師器坏 (16.2） 6.4 粗砂粒 良好 淡褐色

土師器坏 11.8 4-1 粗砂粒 良好 淡褐色

５ 土製品丸玉 l４ＸＬ２５ 1.4 璽[さ２，１９



カマドは東壁の中央やや南寄りに構築されている。焚き口～燃焼部の掘り込みは、長さ33cm、最大１幅４５

cm、深さ２cmの皿状を呈している。煙道部は東壁をトンネル状に1.15ｍほど割り貫き、３３×30cmの円形

で煙出部が開口する。
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第30図５号住居跡

５号住居跡土層註

ｌ、黄褐色土ロームＢ･ローム粒、ＦＰ、黒褐色土を含む２．３、暗褐色土砂質４，暗褐色土やや砂賀でＦＰを含む５，暗褐色土ロー

ムＢ・ローム粒、ＦＰを含む６，暗褐色土ロームＢとＦＰを含む７、暗褐色±ロームＢと少量の焼土粒を含む８、にぶい黄褐色土
９，暗褐色土ＦＰとロームＢ・ローム粒を含む１０、暗褐色土黒褐色土とローム粒を含む１１、黒褐色土ＦＰとロームＢを含む
12、暗褐色土ロームＢ・ローム粒を含む１３、黒褐色土ＦＰを含む

６号住居跡（第31図）

Ⅲ調査区のＤＣ・ＤＤ－３９Ｇに跨がって標高132.00～132.40ｍ間の低地面に検出された。南東部分で

５号住居跡と接し、北東方向に４号住居跡が位置し、南東隅～北辺の中央部分を溝が走行する。

形状は僅かに南北が僅かに長い方形を呈する。規模は東西長4.7ｍ、南北長4.78ｍを測る。主軸は、Ｎ

-87.-Ｅにとる。掘り込みは、東壁で85～95cm、西壁で65cm前後が残存し、壁面の上部が緩やかに開口

する。床面は安定した平坦面である。周溝は南東隅と西辺の南方部分が存在しない。１幅は７～24cm、深

さ２～８cmを測る。柱穴は、南壁の中央に周溝を挾んでＰ１が検出された。Ｐ１の規模は、２０cm前後の

楕円形で深さ17cmを測る。この柱穴に隣接して２つの礫が出土している。主柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴は、カマドの右袖脇に配され、６８×49cmの楕円形で深さ43cmを測る。カマドは東壁の中央部に灰

白色粘土によって構築されている。焚き口から煙道部まで1.35ｍを測り、煙道部は垂直気味に立ち上が

る。焚き口1幅60cm前後、袖部は30cml隔で70cmの長さを測る。

覆土は人為的な客土であるローム・ロームブロック土が観察され、中央部で床面から10cm程を覆う暗

褐色土上に70cmほどが埋土されている。

遺物は中央の床面やや西よりに長胴甕（１と２）が集中し、散在的にカマド焚き口、南壁下の周溝等

で長胴蕊（３）とＰ１に隣接する礫の脇で坏（４）が出土した。

3０ 
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６号住居跡上層註

１，挺乱

２、にぶい黄褐色土（溝状泄楠）

３～19は人為的埋土でロームＢ・ローム粒からなる

５．７．１４．１６．１７．１８．１９、均質な細粒ローム

20、暗褐色土均質でＦＰを含む

21、黒褐色土粘性を帯び、ローム粒を含む

Ａ Ａ’ 

6号住居跡カマド土層註

１，暗褐色土灰FL1色粘土Ｂ、焼土粒を含む

２，暗褐色±焼土粒を含む

3、暗褐色粒１個より明るい

４，灰白色粘土焼土粒を均質に含む

5、暗褐色土焼土Ｂを多且に含む

６，焼土

７，黒褐色土焼土粒を含む

8、黒褐色土焼土Ｂを含む

９，灰白色粘土

Ａ Ａ’ 1３２．４ 

４ 

６３ ７ 

第31図６号住居跡

6号住居跡出土遺物

成・整形技法等の特徴・備考番号器種｜口径｜器荷｜底径｜胎土焼成色調

１１土師器長胴蕊’２０．０１３８．３１５．４１粗砂粒｜良好｜赤～黒褐色

２１土師器長胴誕’２１．８１３５．３１１６．３１粗砂粒｜良好｜淡黄～赤褐色

粗砂粒’良｜赤褐色３１土師器長胴瓢’２１．６２８．０

微砂粒１良好｜｜<すんだ黒褐色４１土師器坏１１３．２４．０

3Ｚ 

番号 器種 口径 器向 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴蕊 20.0 3８．３ 5.4 粗砂粒 良好 赤～黒褐色

土師器長胴誕 2１．８ 35.3 6.3 粗砂粒 良好 淡黄～赤褐色

土師器長胴瓢 2１．６ ２８.(） 粗砂粒 良 赤褐色

土師器坏 1３．２ 4.0 微砂粒 良好 <すんだ黒褐色
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第32図６号住居跡出土遺物

７号住居跡（第33図）

ＩⅡ調査区のＣＴ－３９．４ＯＧにその大半を占め、標高l3L10～131.70ｍ間の西傾斜面と低地面の変換部

に検出された。北西方向に４ｍ程隔てて８号住居跡が隣接する。

形状は南北に長い隅丸長方形を呈し、西壁が地割れにより歪みが生じている。規模は東西最大長4.93

ｍ、南北最大長5.75ｍを測る。主軸は、Ｎ－９ｏ－Ｅにとる。掘り込みは、傾斜面の東壁で92cm、北壁の

中央部が64cm、南壁中央部で40cmが残存し、ほぼ垂直の壁面は上面で開口する。床面は地割れ部分を除

いて平坦である。周溝はカマドの左袖部から北壁沿いと東壁の中央部～南西隅、南西隅に検出された。

幅10～18cm、深さ３cm前後を測る(南西部分は地割れによる歪みがあるので計測値は不明瞭である)。柱

穴Ｐ１は南壁の中央部に検出され、西壁に沿ってＰ２～Ｐ４が検出された。Ｐ１の規模は47×30cmの楕

円形で深さ26cmを測る。貯蔵穴はカマドの右袖脇、北東隅に配され、７５×52cmの楕円形で最深部で34ｃｍ

を測る。カマドは北辺の中央部に灰白色粘土によって構築され、割り貫きではないがトンネル状の煙道

部を設けている。焚き口部から煙道部の全長は2.3ｍ、焚き口幅35cmを測り、袖部の両先端に芯材として

長胴甕（３と４）を直立させ、２つの長胴甕（１と２）を連結して渡し、焚き口部の天井を構成する。

覆土は、６号住居跡と同様な人為的客土のロームＢ・ローム粒を主体として埋められている。自然堆

積と考えられる覆土は、床面中央で10cm程で６号住居跡と同様の土層出ある。

遺物はカマド前面、カマド左袖部脇に瓦泉（13）・甑（11）・坏類、貯蔵穴に甕（７）と坏集中し、南

方の床面で円筒形土器（28)、南西の地割れ部分に支脚状土器（27)、南壁下には編石が37個が集中し、

高坏坏部（12）と甕底部（９）が出土した。
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第33図７号住居跡
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第34図７号住居跡出土遺物（１）
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第37図７号住居跡出土遺物（４）

７号住居跡土層註

ｌ、暗褐色砂質土２，黒褐色土ＦＰを含む

３～15は人為的埋土でローム土を主体とする３は砂粒、４は黒褐色土・カーボン粒を含む

16、黒褐色土ロームＢと砂粒を含む１７、暗褐色土粘質が有り、ロームＢを含む１８、黒褐色土粘質が有り、ＦＰを含む

７号住居跡カマド土層註

１，暗褐色土ローム粒を多量に含む２，暗褐色土１１Wに似るがやや暗い３，黒褐色土暗褐色土を含む４，暗褐色土灰白色粘土Ｂを含
む５，黒褐色土３個より暗い６，暗褐色土焼土Ｂを含む７，暗褐色土ローム粒を含む８，暗褐色土多風の焼土Ｂ・粒を含む
９，黒褐色土焼土Ｂを含む１０、暗褐色土焼土Ｂを含む１１、黒褐色土焼土粒を含む１２、黒褐色土ローム粒を含む

７号住居跡Ｈ１＋遺物

番号器租口径器高底径胎土焼成色調成・整形技法等の特徴・備考

１土師器長胴瓢１８」３９．１５．３粗砂粒良好褐色～赤機褐色底部木葉痕
２土師器長胴艶２１．２３７．８４．７粗砂粒良褐色

３土師器長胴瓢１８．５１〈24.6＞ 粗砂粒多｜良好褐色～赤褐色

４土師器長胴躯’２１．０１〈27.3〉 粗砂粒良好褐色～赤褐色

５１土師器蕊１１６．３１１８．６ 粗砂粒’良｜黄褐色～褐色

６１１土師器麺 <19.1＞’５．９１粗砂粒多｜良好Ｉ赤褐色～褐色

７１１土師器壷１２１．３１３０．３ 粗砂粒’良好Ｉ褐色

８１土師器壷113.1〈8-4〉 粗砂粒’良好｜淡褐色

９１土師器壷 粗砂粒多｜良好淡赤褐色～黒褐色＜７２＞ 

1０土師器甑２０．１２４．７６．１粗砂粒良好赤褐色～褐色単孔｡孔径7.0胴外面へラ･内面丁寧強磨き

1１土師器甑１９．６１５．９４．９粗砂粒良好淡褐色～黒褐色単孔・孔径2.8

12土師器高坏１９．３〈4.9＞粗砂粒少良好褐色～黒褐色脚部欠損

１３１土師器瓦泉１１．４１９．２ 微砂粒’良｜好褐色～黒褐色完形焼成後の穿孔で瓦泉に賑用

１４１土師器脚台付瓢11.11〈15.3＞ 粗砂粒’良好｜褐色～黒褐色｜脚部欠損

１５１１土師器鉢’’１７．７１１０．１１８．３１１粗砂粒良好｜褐色～黒褐色｜|ほぼ完形

３７ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴瓢 18.1 39.1 5.3 粗砂粒 良好 褐色～赤機褐色 底部木葉痕

土師器長胴拠 2１．２ 3７．８ 4.7 粗砂粒 良 褐色

３ 土師器長胴誕 1８．５ <２４．６＞ 粗砂粒多 良好 褐色～赤褐色

土師器長胴誕 2１．０ <27.3〉 粗砂粒 良好 褐色～赤褐色

土師器蕊 1６．３ 1８．６ 粗砂粒 良 黄褐色～褐色

土師器蕊 <１９－１＞ ５．９ 粗砂粒多 良好 赤褐色～褐色

土師器壷 21.3 3０．３ 粗砂粒 良好 褐色

土師器壷 13.1 〈８．４＞ 粗砂粒 良好 淡褐色

土師器壷 〈7.2＞ 粗砂粒多 良好 淡赤褐色～黒褐色

1０ 土師器甑 20.1 2４．７ ６．１ 粗砂粒 良好 赤褐色～褐色 単孔｡孔径7.0胴外面へラ･内面丁寧強磨き

1１ 土師器甑 1９．６ 1５．９ ４．９ 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色 単孔・孔径2.8

1２ 土師器高坏 1９．３ 〈4.9〉 粗砂粒少 良好 褐色～黒褐色 脚部欠損

1３ 土師器瓦泉 1１．４ ９．２ 微砂粒 良 好褐色～黒褐色 完形焼成後の穿孔で瓦泉に砿用

1４ 土師器脚台付瓢 1１．１ <１５．３＞ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色 脚部欠損

1５ 土師器鉢 1７．７ 10.1 8.3 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色 ほぼ完形



粗砂粒ｌ良好｜淡褐色 ほぼ完形１６１土師器坏’１３．２１４．１

粗砂粒’良好｜淡褐色～暗褐色ほぼ完形１７１土師器坏１１２２１１５．２

粗砂粒’良好｜褐色～黒褐色１８１土師器坏111.6４．４

粗砂粒１良好ｌ褐色～黒褐色１９１土師器坏110.1４．７

粗砂粒’良好｜褐色 完形２０１土師器坏１０．２１４．０

粗砂粒Ｉ良好褐色～黒褐色２１１土師器坏（11.0）’４．１

２２１土師器坏’１３０１４．４ 粗砂粒１良好｜黒褐色 完形

２３１土師器坏１１４．１１３．９ 粗砂粒１良好ｌ黒褐色 ほぼ完形

２４１土師器坏’１３．５３．６ 粗砂粒１良好｜褐色～黒褐色ほぼ完形

粗砂粒’良｜褐色～暗褐色ほぼ完形２５１土師器坏(手掴）９．２４．６

２６１土師器坏(手握）９．２１４．７ 粗砂粒１良ｌ淡褐色～褐色

2７土師器支脚形４．６１１４．６１（11.2）ｌ粗砂粒１良好ｌ褐色 上部木葉痕

２８１土師器円筒形１０．６１〈25.4＞ 粗砂粒｜良好｜褐色 天地不明外面輪秋痕、内面指押さえ痕

２９１編石｜長15.31幅６．９１厚５．５１重８２１１石質｜輝石安山岩’’３０１１編石Ｉ長18.21幅8.0｜厚3.9重７１２１石質ｌ細粒砂岩

３１１淵iii石｜長15.61幅７．４１厚５．３１重９０６１石質細粒砂岩’３２編石｜長16.811幅６．４１厚3.6童640石質｜輝石安山岩

３３１編石ｌ長15.51幅６．０１厘５．６１：殖９７５１石質砂岩 ３４１編石ｌ長14.71幅6.0｜厚4.8重５７４１石質ⅧI【石安山岩

３５１編石｜長13.41幅６．５１厚５．３１璽５３３１石質｜花崗閃緑岩’’３６編石｜長11.91幅５．７１厚5.0||童４８２１石質｜輝石安山岩

3７細石｜長13.01幅６．８１厚５．２１正５６７１石質｜礫岩 3８編石｜長16.91幅6.5厚５．６１重９８７１石質｜細粒砂岩

3９編石ｌ長15.81幅６．３１厚６．０１重７８０１石斑｜安山岩４０１編石｜長14.911幅６．７１厚４．９１重７９１１石質｜輝石安山岩

4１編石ｌ長13.411幅６．６１厚３．６１重４８４１石質ｌ砂岩 ４２１編石｜長15.51幅５．６１厚４．３１重56211石質｜ひん岩

４３１編石長14.0幅６．４１厚3.9軍581石質｜花崗閃緑岩’４４１編右長15.71幅６．８１厘４．３１重606石質礫岩

４５１編石ｌ長17.4幅８．１１厚4.2運880石質｜輝石安山岩’４６１編石長16.01幅６．３１厚５．３１重７６２１石質ｌ輝石安山岩

４７１編石｜長15.3幅6.0｜厚3.8重５６４１石ＢＴＩ花崗閃緑岩’１４８１編石長14.81幅6.011厘５．３１重７５１１石質花崗閃緑岩

４９１編石Ｉ長16.4幅７．３１厚4.7重７６６１石質｜礫質砂岩’’５０１編石長16.21幅６．６１厚５．０１重７８５１石質｜輝石安山岩

５１１編石｜長15.81幅５．４１厘５．１１重650石質｜ひん岩’’５２１編石長16.51幅６．５１厘４．４１重６７４１石質１脚石安山岩

５３１編石｜長17.71幅７．１１厚２．９１璽５５２１石質｜輝石安山岩’’５４１編石｜長15.81幅６０１厚4.311重５４５１石質｜jﾖ１１石安山岩

５５編石長15.51幅８．２１厚３．６１璽７４８１石質｜花崗閃緑岩’’５６編石｜長15.011胴６．６１厚5.0｜重７２２１石質｜花崗閃緑岩

５７１編石長14.91幅６．５１厚４．６１重６７７１石質｜石英斑岩’５８編石｜長14.31111画５．９１厚４．４１重５６０１石質｜輝石安山岩

５９１編石｜長16.21幅６．２１厚３．６１重６０８１石質Ｉ花崗閃緑岩’１１６０１編石｜長15.91幅６．３１厚５．２１重７００１石質｜花崗閃緑岩

６１編石長15.0幅7.6厚4.6重815石質砂岩６２編石長15.3幅5.8厚5.6童735石質安山岩

6３編石長16.0幅6.8厚5.2童746石質輝石安1｣｣岩６４編石長16.1幅5.7厚4.5重585石質輝石安山岩

6５編石長13.6幅5.9厚3.8寵435石質輝緑岩

８号住居跡（第38図）

ＩⅡ調査区のＤＡ－３８Ｇにその大半を占め、標高131.00～l3L50m間の低地面に検出された。南西方向

に４ｍほど隔てて７号住居跡が位置し、北東隅～南西隅に１Ｂ号溝の枝溝が上面を過っている。

形状は一辺が6.2～6.3ｍの隅丸方形を呈する。主軸は、Ｎ-84.-Ｅにとる。掘り込みは、残存の良い

北東隅で94cm、南東隅は87cm、西壁で60cm前後を測り、北西隅を除いて壁面の上部が開口する。床面は

平坦である。床面は硬化したローム面で平坦である。周溝はカマドの両脇と西辺の中央部～北西隅部分

を欠いている。１幅は15～30cmで、深さ２～10cmを測る。

柱穴は４本主柱穴と考えられ、Ｐ１～Ｐ３の所在を確認したが、Ｐ４の所在は湧水の為に把握できな

かった。確認したＰ１～Ｐ３の柱間は2.6ｍ前後を測る。貯蔵穴は南東隅に配され､５８×53cmの隅丸方形

で、深さ29cmを測る。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰白色粘土によって構築され、袖部先端に礫を芯材とする。焚き口

～煙道部の全長は1.05ｍで煙道部は垂直気味に立ち上がり強い披熱を受けて焼土化している。焚き口１幅

は27cmを測る。

覆土は６．７号住居跡と同様な人為的な客土であるローム粒、ロームＢを主体とする堆積が観察され、

中央の床面で12cm前後の黒・暗褐色土の自然堆積上に60cm程が埋土されている。

遺物はカマド右袖部と貯蔵穴の間に３個体の坏（１～３）が出土した。

3８ 

1６ 土師器坏 13.2 ４．１ 粗砂粒 良好 淡褐色 ほぼ完形

1７ 土師器坏 1２．２ ５．２ 粗砂粒 良好 淡褐色～暗褐色 ほぼ完形

１８ 土師器坏 1１．６ 4.4 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

1９ 土師器坏 1０．１ ４７ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

2０ 土師器坏 1０．２ 4.0 粗砂粒 良好 褐色 完形

2１ ﾆﾋ師器坏 (11.0） 4.1 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

2２ 土師器坏 13.0 4.4 粗砂粒 良好 黒褐色 完形

2３ 土師器坏 1４．１ ３．９ 粗砂粒 良好 黒褐色 ほぼ完形

2４ 土師器坏 １３．５ 3.6 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色 ほぼ完形

2５ 土師器坏(手掴） 9.2 4.6 粗砂粒 良 褐色～暗褐色 ほぼ完形

2６ 土師器坏(手握） 9.2 4.7 粗砂粒 良 淡褐色～褐色

2７ 土師器支脚形 4.6 1４．６ (11.2） 粗砂粒 良好 褐色 上部木葉痕

2８ 土師 ;円筒形 1０．６ <２ 5.4〉 粗砂粒 良好 褐 囚 天地不明 卜面輪秋； ﾐ、内 ri指押さえ痕

2９ 編石 長15.3 幅6.9 厚 ,５ 璽821 石質 :石安山岩 3０ 5石 長18.2 幅8， 厚3.9 重712 石質 細粒砂岩

3１ 編石 長15.6 幅7.4 厚5.3 正906 石賀 H粒砂岩 3２ 編石 長16.8 1幅6.4 厚3.6 童640 石質 脈石安山岩

3３ 編石 長15.5 幅6.0 厚5.6 :軍975 石賀 砂岩 3４ 編石 長14.7 幅6.0 厚4.8 重574 石賀 )IilI石安山岩

3５ 編石 長13.4 幅6.5 厚5.3 麺533 石賀 花崗閃緑岩 3６ 編石 長11.9 幅5.7 厚5.0 童482 石質 輝石安山岩

3７ 綱石 長13.(） 幅6.8 厚5.2 正567 石賀 礫岩 3８ 編石 長16.9 |胴6.5 厚5.6 軍987 石質 細粒砂岩

3９ 編石 長15.8 幅6.3 厚6.0 軍780 石筑 安山岩 4０ 編石 長14.9 |隅6.7 厚4.9 童791 石賀 輝石安山岩

4１ 編石 長13.4 幅6.6 厚3.6 童484 石賀 砂岩 4２ 編石 長15.5 幅5.6 厚4.3 童562 石質 ひん岩

4３ 編石 長14.0 幅6.4 厚3.9 正581 石賀 花崗閃緑岩 il4 編石 長15.7 幅6.8 厚4.3 重606 石質 礫岩

4５ 編石 長17.4 幅8.1 厚4.2 運880 石賀 輝石安山岩 4６ 編石 長16.0 １幅6.3 厚5.3 童762 石質 輝石安山岩

4７ 編石 長15.3 幅6.0 厚3.8 重564 石賀 花崗閃緑岩 4８ 編石 長14.8 幅6.0 厚5.3 重751 石質 花崗閃緑岩

4９ 編石 長16.4 幅7.3 厚4.7 軍766 石賀 礫質砂岩 5[） 編石 長16.2 幅6.6 厚5.0 童785 石質 輝石安111岩

5１ 編石 長15.8 幅5.4 厚5.1 頭650 石質 ひん岩 5２ 編石 長16.5 幅6.5 厚4.4 軍674 石賀 輝石安山岩

5３ 編石 長17.7 幅7.1 厚2.9 重552 石賀 輝石安山岩 5４ 編石 長15.8 幅6.0 厚4.3 童545 石質 j:１１石｢安山岩

5５ 編石 長15.5 幅8.2 厚3.6 軍748 石質 花崗閃緑岩 5６ 編石 長15.0 |胴6.6 厚5.(〕 重722 石質 花崗閃緑岩

５７ 編石 長14.9 幅6.5 厚4.6 重677 石賀 石英斑岩 5８ 編石 長14.3 '１１画5.9 厚4.4 童560 石賀 輝石安山岩

5９ 編石 長16.2 幅6.2 厚3.6 童608 石質 花崗閃緑岩 6０ 編石 長15.9 幅6.3 厚5.2 童700 石質 花崗閃緑岩

6１ 編石 長15.0 幅7.6 厚4.6 正815 石質 砂岩 6２ 編石 長15.3 幅5.8 厚5.6 童735 石質 安山岩

6３ 編石 長16,0 1幅6.8 厚5.2 童746 石賀 輝石安1｣｣岩 6４ 編石 長16.1 幅5.7 厚4.5 重585 石質 輝石安山岩

6５ 編石 長13.6 幅5.9 厚3.8 寵435 石賀 輝緑岩
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８号住居跡十届詳

１，黒褐色土ＦＰを含む

２～14は人為的埋土でローム土を主体とする

４．５．７．８．１１～14は暗褐色土か黒褐色土を含む

15、暗褐色土ローム粒を含む

16、黒褐儒色土均質でＦＰを含む

17、にぶい黄褐色土ロームＢを含む

18、黒褐色土１６屑に似る

19、暗褐色土ローム粒、焼土粒を含む

20、暗褐色土焼け土Ｂ、カーボン粒を含む
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第39図８号住居跡出土遺物

8号住居跡出土遺物

番号’器種｜口径器高｜底径｜胎土焼成｜色訓 成・整形技法等の特徴・備考

１１土師器坏１１１．２１４．２ 粗砂粒ｌ良好｜淡褐色 ほぼ完形内面黒色処理、内底放射状暗文

２１土師器坏１１２．２１４．５ 粗砂粒｜良好｜淡褐色～黒褐色｜完形内面黒色処理、内底放射状暗文

３１土師器坏１１２．９１４．３ 粗砂粒’良好｜淡褐色～黒褐色｜ほぼ完形

４１土師器壷 く11.6＞１（7.1）ｌ粗砂粒多Ⅲ良ｌ褐色

５１須恵器壷 粗砂粒’良好｜|黒褐色

６１土師器高坏 粗砂粒’良好｜褐色～黒褐色

９号住居跡（第40図）

Ⅲ調査区のＣＰ・ＣＱ－４２Ｇにその大半を占め、標高132～133ｍ間の西傾斜面に検出された。西方向

に５ｍほど隔てて10号住居跡が位置する。東辺と西方には南北に走行する地割り４と５号溝の掘り込み

が住居跡を切り、西方の５号溝の掘り込みはＰ１の西脇で床面まで及んでいる。

形状は南北にやや長い隅丸方形を呈する｡規模は東西長5.05ｍ､南北長5.25ｍを測る。主軸は、Ｎ－３．

－Ｗにとる。掘り込みは傾斜面上方の東壁で75～80cm、北西隅で40cm、南西隅で23cmが残存し、東壁の

中央部分の上面が開口する。床面はほぼ平坦である。周溝は北東隅と南辺の中央部分が途切れている。

幅10～25cmで、深さ５～８cmを測る。

柱穴は４本主柱穴のＰ１～Ｐ４が検出され、Ｐ１は42×35cmの楕円形で深さ30cm、Ｐ２は23×17cmの

楕円形で深さ16cm、Ｐ３は30cm前後の円形で深さ22cm、Ｐ４も30cm前後の円形で深さ51cm、柱間はＰ１

～Ｐ２が2.4ｍ、Ｐ２～Ｐ３が2.35ｍ、Ｐ３～Ｐ４が2.5ｍ、Ｐ４～Ｐ１が2.4ｍを測る。南壁の中央部に

検出されたＰ５は､３０cm前後の円形で深さ17cmを測る。貯蔵穴はＰ３と北東隅の中間部分に配され､４０×

4０ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器坏 1１．２ 4.2 粗砂粒 良好 淡褐色 ほぼ完形内面黒色処理、内底放射状暗文

土師器坏 12.2 4.5 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色 完形内面黒色処理、内底放射状暗文

土師器坏 1２－９ 4３ 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色 ほぼ完形

土師器壷 <11.6＞ (7」） 粗砂粒多 良 褐色

須恵器壷 粗砂粒 良好 黒褐色

土師器高坏 粗砂粒 良好 褐`色～黒褐色
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第40図９号住居跡

ハ

９号住居跡士層註

ｌ、暗褐色土Ｂ軽石とローム粒・ロームＢを含む２，黒褐色砂質土３、にぶい黄褐色土ローム粒・ロームＢを多亙に含む
４、Ｂ軽石５，黒褐色土ＦＰを含む６，暗褐色土ＦＰを含む７，黒褐色土ＦＰとＦＡを含む８、にぶい黄褐色土ローム粒を多赴に
含む９，暗褐色土ローム粒を多く含む１０、にぶい黄褐色土１１、にぶい黄褐色土ロームＢを多く含む

９号住居跡カマド土層註

１，暗褐色土ＦＰと焼土粒を含む２，暗褐色土ＦＰ、焼土粒、灰白色粘土を含む３，暗褐色土灰白色粘土を含む４，暗褐色土焼け土
Ｂを多量に含む５，暗褐色土少量の焼土Ｂを含む６，焼け土Ｂ７、註記漏れ８，暗褐色土焼土粒を多逓に含む

30cmの南北に長い楕円形で深さ51cmを測る。

カマドは北辺のほぼ中央部に灰白色粘土により構築され、両袖部先端に礫を芯材とする。焚き口から

煙道部の全長は1.25ｍ、焚き口幅は27cmを測る。覆土の上層でＢ軽石の純層が堆積する。

遺物はカマド焚き口部分前面と右袖部脇部に口縁部を欠損する長胴甕（１と２）や坏、甕（３）、貯蔵

穴周辺に甕（５）・甑（６）・小型壷（４）、坏等、中央部やや東で木の葉形土器（13)、Ｐ５の西方で編

石等が散在して出土。

型Ｚ
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第42図９号住居跡出土遺物（２）

9号住居跡出土遺物

成・整形技法等の特徴・備考番号器種口径器高底径胎土焼成色調

１土師器長胴甕〈24.0＞５．０粗砂粒良赤褐色

２土師器長胴誕く20.0＞６．３粗砂粒良淡褐色～淡黒褐色

３土師器壷１３．８２４．９粗砂粒多良好褐色～赤褐色
４土師器壷１０８１７．５粗砂粒良淡灰褐色

５土師器壷１７．７〈10.2＞粗砂粒良好淡褐色

６土師器甑２０．０１６．３７．７粗砂粒多良好淡褐色
７土師器壷<3.8＞7.0微砂粒良好赤褐色

８土師器坏（175）7.0粗砂粒良好褐色～暗褐色

９土師器坏１３．１５．９粗砂粒良淡褐色～淡赤褐色
１０土師器坏１１．１４．２粗砂粒少良好赤褐色～黒褐色

器面荒れ

完形ili孔･孔径6.0外胴部へラ、内面磨き

1１土師器坏１２．９４．５粗砂粒少良好暗赤褐色

1２土師器坏１３．３４．０粗砂粒少良好褐色～黒褐色

１３土師器粗砂粒少良好淡黄白色～黒褐色木の蕊の器形
1４砥石長8.5幅3.2厚2.9璽116石質砂岩１５編石長18.8幅7.6厚5.1重1043石質輝石安山岩
１６編石長15.8幅7.4厚4.5、794石質輝石安山岩１７編石長15.3幅6.2厚5.9重727石質輝石安山岩
１８編石長13.6幅4.7厚5.0璽518石質花崗閃緑岩１９編石長５．７１幅7.0厚3.1童200石質輝石安山岩

10号住居跡（第43図）

ＩⅡ調査区のＣＱ－４０Ｇ、標高130.80～131.40ｍ間で西傾斜面と低地面との変換部に検出された。東の

傾斜面に９号住居跡、南西方向に11.12号住居跡が位置する。

形状は東西に長い隅丸長方形を呈する｡規模は東西長4.52ｍ､南北長3.7ｍを測る｡主軸は､Ｅ-17.-ｓ

にとる。掘り込みは傾斜面上方の東壁で１～1.07ｍ、傾斜面下方の西壁で65cm前後が残存し、西壁を除

いて上面が開口する。床面は西方に緩やかに傾斜し、南辺中央部～北西隅にかけて地割れがあり、７号

住居跡で見られた地割れに連続して陥没している。周溝、柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は南東隅に

配され、８の字状に２つの掘り込みが繋がり、作り替えが考えられる。東の掘り込みは40×30cmの楕円

4３ 

番号 器極 口径 器高 底径 胎土 焼成 ､色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴甕 <24.0＞ 5.0 粗砂粒 良 赤褐色 器面荒れ

土師器長胴誕 <20.0＞ ６．３ ｜粗砂粒 良 淡褐色～淡黒褐色

土師器壷 13.8 24.9 粗砂粒多 良好 褐色～赤褐色

土師器壷 ０．８ 1７．５ 粗砂粒 良 淡灰褐色

土師器壷 7.7 <１０．２＞ 粗砂粒 良好 淡褐色

土師器甑 0.0 1６．３ 7.7 粗砂粒多 良好 淡褐色 完形iIi孔･孔径6.0外胴部へラ、内面磨き

土師器壷 〈３．８＞ 7.0 微砂粒 良好 赤褐色

土師器坏 7.5） 7.0 粗砂粒 良好 褐色～暗褐色

土師器坏 3.1 5.9 粗砂粒 良 淡褐色～淡赤褐色

1０ 土師器坏 Ｌ１ 4.2 粗砂粒少 良好 赤褐色～黒褐色

1１ 土Hiii器坏 １．９ ４．５ 粗砂粒少 良好 暗赤褐色

1２ 土師器坏 ､３ 4.0 粗砂粒少 良好 褐（ ヨー黒褐色

1３ 土師帯 粗砂粒少 良好 淡】Ｉ 泊色～黒褐色 木の蕊のギ 阜形

1４ 砥石 長8.5 塙３ 厚2.9 璽116 石賀 ，岩 1５ 高石 長18.8 幅7.6 厚5.1 童1043 石賀 輝石安山岩

1６ 編石 長15.8 '廟７ 厚4.5 麺794 石賀 【石安山岩 1７ 編石 長15.3 幅6.2 厚5.9 重727 石賀 輝石安山岩

1８ 編石 長13.6 '順4‘ 厚5.0 画【518 石質 花崗閃緑岩 1９ 編石 長5.7 |幅7.0 厚3.1 童200 石賀 輝石安山岩
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第44図１０号住居跡出土遺物

11号住居跡（第45図）

ＩⅡ調査区のＣＯ・ＣＰ－３８Ｇにその大半を占め、標高130.00～130.20ｍ前後の低地に検出された。南

東方向に接近して12号住居跡、北東方向に6.5ｍ隔てて10号住居跡が位置する。

形状は南北が僅かに長い隅丸方形を呈する。規模は東西長554ｍ、南北長5.66ｍを測る。主軸は、Ｎ

-85.-Ｅにとる。掘り込みは残存の良い北東隅で79cm、最も残存の悪い南西隅でl3clnを測り、北辺部分

の上面が緩やかに開口している。床面は僅かであるが西部分に緩やかな凹凸がある。周溝はカマド右袖

～南辺中央やや東とカマド左袖部脇から北西隅に連続する。幅は10cm前後で深さ２～７cmを測る。

柱穴はＰ１～Ｐ４の４本主柱穴が検出された。湧水の為に明確な掘り方は不明な点が多いが柱問は2.

4ｍを測る。中央部分には東西に長いやや歪んだ楕円形の掘り込みがあり、西方にはＰ１とＰ２の間に凧

の足の様に２本の溝状の掘り込み併走し、北側では接続し、南側では途-切れている。楕円形の掘り込み

は東西長1.63ｍ、南北最大長1.09ｍで深さ21cmを測る。貯蔵穴は南東隅に配され、４７×42cmの円形で深

さ29cmを測る。カマドは東辺のほぼ中央部に灰白色粘土によって構築されている。焚き口から煙道部ま

での全長は1.5ｍ程で、焚き口幅は30cmを測る。

覆土は、６～８号住居跡と同様に人為的な客土のローム粒・ロームＢが見られる。遺物は北東隅、カ

マド周辺、中央土坑等に散在して出土。

型５
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１１号住居跡土層註

1～４は人為的埋土

１，均質なローム土

２，ローム粒とロームＢの均質な混合土

3、細かいローム土４，ロームＢ・ローム粒の混合土

5、黒褐色土ＦＰを含む

６，黒褐色土ＦＰ、灰白色粘土Ｂ、焼土粒を含む

７，黒褐色土少量のＦＰを含む

８，黒褐色土灰白色粘土Ｂを含む９，黒褐色土ＦＰを含む

Ａ’ Ａ 

Ⅱ号住居跡カマド土層註

１，褐灰色土２，暗褐色土ＦＰと少量の焼土粒を含む

３，褐灰色土焼土粒を少量含む４、暗褐色土焼土粒を含む

５、灰褐色粘土Ｂ６，暗褐色士灰白色粘土を多量に含む

７、褐灰色土灰白色粘土Ｂを多量に含む

８，暗褐色土灰白色粘土と少量の焼土粒を含む

９，暗褐色土焼土粒、カーボン粒を含む

10、灰白色粘土Ｂと焼土Ｂの混合土

11,褐灰色土焼け土Ｂを含む

12、暗褐色土焼け土Ｂを少量含む１３，１０層と同じ

14,褐灰色土焼土Ｂを含む

15、褐灰色土灰白色粘土Ｂを多量に含む１６、灰白色粘土

1３０．２Ａ’ Ａ 

第45図１１号住居跡
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第46図１１号住居跡出土遺物

11号住居跡出土遺物

番号｜器種｜口径｜器高｜底径｜胎土｜焼成｜色認
１１１土師器長胴甕’２１．５１〈17.0＞’｜粗砂粒｜良好｜淡褐色

成・整形技法等の特徴・備考

２土師器長胴麺’（18.2）｜〈16.9＞’｜粗砂粒｜良好｜淡褐色~赤褐色’
３砥石長８．６幅5.9厚4.8重311石質砂岩４編石長10.7幅7.7厚4.6重598石質変質安山岩
５編石長９．８幅6.9厚4.0重347石質輝石安山岩６編石長14.1幅48厚5.1重596石質輝石安山岩
７編石長16.0幅8.8厚5.2童741石質輝石安山岩８編石長6.1幅6.3厚3.9重181石質輝石安山岩
９編石長13.4幅6.6厚3.0童432石質輝石安山岩

12号住居跡（第47図）

ＩⅡ調査区のＣＮ・ＣＯ－３９Ｇにその大半を占め、標高129.90～130.40ｍ問に検出され、東辺部分が西

傾斜面と低地面の変換部分に位置する。北西方向に接近して11号住居跡がある。

形状はやや南北に長い隅丸方形を呈する。規模は東西長５ｍ、南北長5.35ｍを測る。主軸は、Ｅ－１３ｏ

－Ｓにとる。掘り込みは傾斜～低地面への変換部の東壁で85～90cm、北西隅で57cm、南西隅で45cmが残

存し、東壁の上面が開口する。床面は平坦なローム面である。周溝は東壁のカマド左袖脇～北壁～北西

隅と南壁沿いに検出され、幅12～20cmで深さ３～６cmを測る。また、北西～西方の床面にも周溝状の掘

り込みがあり、当住居跡は拡張が考えられる。柱穴は検出されなかった。

貯蔵穴はカマド右袖部の脇に配され、４４×37cmの楕円形で深さ36cmを測る。この掘り込みを囲む様に

西側には蓋受け状の浅い段が見られる。

カマドは東辺の南寄りに灰白色粘土によって構築され、両袖部先端に礫を芯材とする。焚き口から煙

道部までの全長は1.1ｍ、焚きロ幅46cmを測り、焚き口部の天井は２個体の長甕（１と３）を連結して袖

‘７ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考
土師器長胴甕 2１．５ １７．０＞ 粗砂粒 良好 淡褐色

土師：;長胴麺 2） 16.9＞ 粗砂粒 良好 淡１圖色～赤ネ團色

砥石 長８．６ 扇５ 厚 軍311 石質 砂岩 編石 長10.7 幅7.7 厚4.6 重598 石賀 変質安山岩

編石 長９．８ 幅６ 厚４ 重347 石質 輝石安山岩 編石 長14.1 幅4.8 厚5.1 重596 石賀 輝石安山岩

編石 長16.0 幅８ 厚５ 童741 石質 輝石安山岩 ８ 編石 長6.1 幅6.3 厚3.9 重181 石賀 輝石安山岩

縞石 長13.4 幅6． 厚3． 童432 石質 輝石安山岩
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第47図１２号住居跡

'2号住居跡土層註

１，黒褐色土ＦＰを含む２、暗褐色土ＦＰを含む３，黒褐色土ＦＰと焼土粒を含む４，黒褐色土ＦＰを含む

５，暗褐色土ＦＰと焼土粒を含む６，暗褐色土ローム粒を含む７、暗褐色土ロームＢ、ローム粒を少量含む

８，暗褐色土ロームＢ、ローム粒を含む９，黒褐色土ＦＰを含む１０、暗褐色土１１、暗褐色土灰白色粘土、焼土粒、ロームＢを含む

１２号住居跡カマド土層註

１、暗褐色土ＦＰを含む２、褐色土焼土粒を多風に含む３，暗褐色ニヒ灰白色粘土、焼二k粒を含む４，暗褐色土灰白色粘土と少湿の焼
土粒を含む５，暗褐色土灰白色粘土と焼土粒を含む６，褐色土焼土Ｂ・焼け土粒を多量に含む７，黒褐色土焼土粒を少量含む
８，暗褐色土焼土粒を少量含む

部先端に配された礫に架けられたと考えられる。

遺物は床面中央やや西寄りで喪（４）、貯蔵穴周辺と南寄りの床面に甕・坏・編石が散在して出土。

13号住居跡（第49図）

Ⅱ調査区の北方でＣＨ・ＣＩ－５２Ｇにその大半を占め、標高133.60ｍ前後の台地平坦部に検出され、

当調査区における唯一の遺構である。

形状は一辺が4.95ｍ前後を測る隅丸方形を呈し、主軸はＮ-69.-Ｅにとる。掘り込みは、５５～65cmを

4８ 
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12号住居跡出土遺物
成・整形技法等の特徴・備考番号器種口径器高底径胎土焼成Ｉ色調

１土師器長胴甕２３．８〈37.6＞粗砂粒良好淡褐色～黒褐色
２土師器長胴誕２０．５〈12.6＞粗砂粒良好褐色

３土師器長胴甕２０８３８．０５．４粗砂粒良好褐色～赤褐色
４土師器壷２１．１３２８粗砂粒良好褐色～赤褐色

５土師器壷１８．５〈8.2＞粗砂粒良好淡褐色
６１土師器坏（13.1）微砂粒良好淡褐色
７１土師器坏（13.1）（3.8）微砂粒良好黄櫨色

８土師器小型喪’（11.0）〈lL8＞’｜粗砂粒良好｜淡褐色
９編石長140幅４３厚L６１重142石質緑泥岩’１０編石長10.6幅5.9厚4.8重361石質輝石安山岩
１１編石長125幅６０厚６．６１重550石質輝石安山岩’

測る。床面は平坦なローム面である。周溝は全周し、幅10～28cmで深さ５～11cmを測る。

柱穴はＰ１～Ｐ６の６カ所に検出され、Ｐ１～Ｐ４が主柱穴である。Ｐ１は50×44cmの円形で深さ６５

cm、Ｐ２は58cm程の円形で深さ58cm、Ｐ３は62×54cmの楕円形で深さ44cm、Ｐ４は38cmの円形で深さ４９

cmである。Ｐ１～Ｐ２の柱間は２ｍ、Ｐ２～Ｐ３は2.2ｍ、Ｐ３～Ｐ４は2.2ｍ、Ｐ４～Ｐ１は2.3ｍを測

る。Ｐ５はＰ１とＰ２のほぼ延長上に位置し、２２cm程の円形で深さ31clll、Ｐ６はカマド右袖と貯蔵穴の

中間に配され、２０cm前後の楕円形で深さ28cmを測る。貯蔵穴は南東隅に配され、東西にやや長い77×６７

cmの隅丸方形で深さ73cmを測る。

カマドは東辺の中央部に灰白色粘土によって構築されている。焚き口から煙道部の全長は1.23ｍ、焚

き口幅は28cmを測る。煙道部は東壁を56cm程トンネル状に割り貫き、２０cm前後の円形で煙出部を開口す

る。出土遺物は皆無であった。
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第49図１３号住居跡

5０ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴甕 23.8 <３７．６〉 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色

土師器長胴護 20.5 <1２ 6＞ 粗砂粒 良好 褐色

土師器長胴甕 20.8 3８ ５．４ 粗砂粒 良好 褐色～赤褐色

土師器壷 21.1 3２ 粗砂粒 良好 褐色～赤褐色

土師器壷 1８．５ 〈８ 2＞ 粗砂粒 良好 淡褐色

土師器坏 (13.1） 微砂粒 良好 淡褐色

土師器坏 (13.1） (3.8） 微砂粒 良好 黄榿色

土師曙:小型喪 (11.0） <ｌＬ８＞ 粗砂粒 良好 淡褐色

編石 長14.0 凰4.3 厚1.6 重]4２ 石質 謡泥岩 1０ 編石 長1０．６ 幅5.9 厚4.8 軍361 石質 輝石安山岩

編石 長12.5 ]幅6.0 厚6.6 重550 石質 輝石安山岩

12号仲居跡H-l＋i貴｣物



14号住居跡（第50図）

Ｉ調査区のＢ０－５９．６０Ｇに跨がって標高132.10～132.20ｍの台地平坦部に検出され、南方に15号住
居跡が隣接する。

形状は東西に長い隅丸長方形で南辺が短い。規模は東西長4.40ｍ、南北長3.18ｍを測る。主軸は、Ｎ

-77￣Ｅにとる。掘り込みは残存の良い北東隅で48cm、残存の悪い南壁中央で17cmである。床面はほぼ

平坦なローム面である。周溝は北西隅～南壁中央やや東寄りに連続し、幅20cm前後で深さ２～９cmを測

る。柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は南東隅に配され、６０cm前後の隅丸方形で深さ59cmを測る。北東
隅はカマド右袖部と貯蔵穴間に小柱穴をもつ掘り込みが連結する。

カマドは灰白色粘土によって構築され、左袖部先端の芯材として長胴甕(4)、右袖部先端には礫を芯

材に設け、この間に長胴甕（２）等を架けて焚き口部天井としていると考えられ、内部に煮沸具として

使用された甕（５と７）がある。焚き口から煙道部の全長はＬ１６ｍ、焚き口1幅28cmを測り、燃焼部に支
脚石が見られる。

遺物はカマド、カマド左袖脇に甑（10）と小型甕（９）、貯蔵穴脇で長胴甕（１）、床面中央～西方に
長胴甕（３）、坏（11）等が出土した。
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第50図１４号住居跡

14号住居跡出土遺物

番号器種口径器高底径胎土｜焼成色調
１土師器長胴議1８５３３．８４．８粗砂粒良好赤褐色

２土師器長胴誕２０．５３５．９４．９粗砂粒良淡黄褐色～赤褐色

３土師器長胴誕（19.0）４２．５粗砂粒良黒褐色

４土師器長胴甕１６．４２２．６６．４粗砂粒良赤褐色

５土師器長胴甕１７．６２１．４７．１粗砂粒良淡黄褐色

６土師器壷（12.9）〈4.9＞粗砂粒良好褐色

成・整形技法等の特徴・備考

完形

７土師器長胴璽’１４．７１〈16.9＞ 粗砂粒１良好ｌ褐色

５７ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考
土師器長胴巍 1８．５ 33.8 4.8 粗砂粒 良好 赤褐色

土師器長胴誕 2０．５ 3５．９ 4.9 粗砂粒 良 淡黄褐色～赤褐色

土師器長胴誕 (19.0） 4２－５ 粗砂粒 良 黒褐色

土師器長胴甕 1６．４ 22.6 ６．４ 粗砂粒 良 赤褐色 完形

土師器長胴甕 1７－６ 2Ｌ４ ７．１ 粗砂粒 良 淡黄褐色

土師器壷 (12.9） 〈４．９＞ 粗砂粒 良好 褐色

土師器長胴麺 1４．７ <１６．９＞ 粗砂粒 良好 褐色
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第51図１４号住居跡出土遺物（１）
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第52図１４号住居跡出土遺物（２）

８土師器小型壷５．６〈6.3＞粗砂粒良好褐色

９土師器小型蕊１１．４１２．９粗砂粒多良好淡褐色～黒褐色
１０土師器甑２０．０９．３６．１粗砂粒良好淡黄褐色～暗褐色単孔孔径4.7
11土師器坏（12.1）4.0粗砂粒良好褐色

１２土師器坏（12.3）４．２粗砂粒良好淡黒褐色

1３土師器坏１２．８３．７粗砂粒良好褐色～黒褐色ほぼ完形

15号住居跡（第53図）

Ｉ調査区のＢＮ－６０Ｇにその大半を占め、標高132ｍ前後の台地平坦部に検出され､北方に14号住居跡

が隣接する。カマドの一部、東辺、南西隅部分に撹乱穴が及んでいる。

形状は東西にやや長い隅丸方形を呈する。規模は東西長3.80ｍ､南北長3,66ｍを測る。主軸は､Ｎ-11.

-Ｗにとる。掘り込みは比較的残存の良い北壁中央部で29cm、南壁中央部分では９cmである。床面は平

坦なローム面である。周溝と柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は北東隅に配され、上面を撹乱穴によっ

て破壊されている。残存する部分は32×28cmの楕円形で深さ58cmである。

カマドは北辺の中央やや東寄りに灰白色粘土によって構築され､両袖部先端部に芯材として礫を設け、

左袖部に長胴甕（２）の胴部を用いている。焚き口から煙道部の全長は92cm、焚き口幅35cmを測る。

遺物はカマドの両袖脇に長胴甕（１．３．４）が集中し、西方の床面には甕（５と６）散在し、編石
２点が出土した。
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第53図１５号住居跡

５ヲ

土師器小型壷 5． 〈６．３＞ 阻砂粒 良好 褐色

土師器小型喪 1１． 1２．９ 粗砂粒多 良好 淡褐色～黒褐色
1０ 土師器甑 2０ ９．３ ６．１ 粗砂粒 良好 淡黄褐色～暗褐色 単孔孔径4.7
11 土師器坏 (12. 4.0 粗砂粒 良好 褐色

1２ 土師器坏 (12. ４．２ 粗砂粒 良好 淡黒褐色
1３ 土師器坏 1２． ３．７ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色 ほぼ完形
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第54図１５号住居跡出土遺物

15号住居跡出土遺物

底径胎土焼成色調成・整形技法等の特徴・備考

(7.0）粗砂粒良好淡黄褐色～赤褐色底部木葉痕

粗砂粒良好赤～暗褐色

５．１粗砂粒良好淡黒褐色

粗砂粒良好淡黄褐色

粗砂粒良好黄褐色～褐色

粗砂粒少良好淡黄褐色～褐色

粗砂粒良好淡黄褐色内面黒色研磨

粗砂粒良好褐色

|石質|花|論閃緑岩’’１０１編石|長14.7幅４．９１厚３８１重３７８１石質】'311石安山岩

糯
而口径

18］ 

器種

土師器長胴蕊

土師器長胴甕

土師器長胴甕

土師器長胴甕

土師器翌

土師器壷

土師器坏

土師器坏

編石|長13.4

躍一１ｌ２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８ｌ９

〈１７．２＞

〈8.7＞

（17.0）〈253＞

（15.0）〈12.0＞

（13.6）（5.1） 

（13.7）（4.5） 

幅５．３１厚４．７１重483

5型



16号住居跡（第55図）

Ｉ調査区のＢＫ･ＢＬ－５５Ｇにその大半を占め、標高l3L50～131.90ｍ間の南西傾斜面に検出された。
北東方向に22ｍほど隔てて14.15号住居跡、南方に18ｍ隔てて17号住居跡が位置する。
形状は東西に長い隅丸長方形を呈する。規模は東西長6.3ｍ、南北長4.16ｍを測る。主軸は、掘り込み
は残存の良い南東部で58cm、カマド周辺で40cm前後である。床面はほぼ平坦なローム面である。周溝は
カマドと貯蔵穴部分を除いて連結する。1幅15～30cm、深さ２～８cmを測る。

柱穴はＰ１～Ｐ10が検出されたが、主柱穴は明確でない。貯蔵穴は南西隅に配され、歪んだ８の字状
の掘り込みに36×30cmの楕円形で深さ46cmの掘り込みをもつ。

カマドは西辺の中央より南寄りに灰白色粘土によって構築され、左袖部の先端部に芯材として長甕
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第55図１６号住居跡
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（１）を設けている。焚き口から煙道部の全長は1.2ｍ前後で、焚き口幅40cmを測る。煙道部は舌状に東
壁より50cm程張り出す。

遺物はカマド左袖部脇に甕（２）と貯蔵穴に坏（３）が出土。
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第56図１６号住居跡出土遺物

16号住居跡出土遺物
成・整形技法等の特徴・備考胎土ｌ焼成１色調番号｜器種

１１土師器長胴甕

底径器高

く23.1＞

〈9.4＞

５６ 

口径

１７．３ 

(18.0） 

１２２ 

粗砂粒多｜良好｜淡赤褐色

粗砂粒｜良好｜淡黄褐色２１土師器壷

粗砂粒｜良好｜黒褐色３１土師器坏

17号住居跡（第57図）

Ｉ調査区のＢＧ－５６Ｇに位置し、標高130.80～131.30ｍ間の南西傾斜面に検出された。北方に16号住

居跡、南東方向にやや離れてＪ１号住居跡が配する。

形状は南北にやや長い隅丸方形を呈する。規模は東西長3.46ｍ､南北長3.71ｍを測る。主軸は､Ｎ－６６ｏ
ｂｌ Ｄｌ 

－ 

国， ミヤ

夏
戸

OＣ 
Ｈ 

蕊
蝿
一７１露蕊題燕

〔Y日

一

<T弓
弓

＜ 

、
［
、
［

剣

｡‘ ｡‘ Ｂ’ 円

● 四 ●’ 

第57図１７号住居跡
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴甕 1７．３ <２３．１〉 粗砂粒多 良好 淡赤褐色

土師器壷 (18.0） 〈9.4＞ 粗砂粒 良好 淡黄褐色

土師器坏 1２．２ 5.6 粗砂粒 良好 黒褐色

16二伸民跡!+l＋漬物



－Ｅにとる。掘り込みは傾斜面上方に位置する東壁で53～74cm、西壁で23～33cmが残存し、南東部分の

上面が開口する。床面は平坦なローム面である。周溝は北壁中央やや東～西壁中央やや南、南壁～南西

隅に検出された。幅10～20cIn、深さ３～７cmを測る。柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は南東隅に配さ

れ、３８×33cmの楕円形で深さ24cmを測る。

カマドは東辺のほぼ中央部分に灰白色粘土によって構築されている。焚き口から煙道部の全長は1.05

ｍ、焚き口幅45cmを測る。煙道部は東壁から住居跡外に幅25cm、長さ45cmで突出する。

遺物は、カマド内より同一固体と考えられる長胴甕（１と２)、貯蔵穴内部に坏（６）とカマド左袖部

周辺に坏・甕が集中して出土。
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17号住居跡出土遺物
成・整形技法等の特徴・備考

|番号｜器種｜口径｜器高｜底径｜胎土｜焼成｜色調
’１１土師器長胴甕’１９．５１〈14.0＞’｜粗砂粒良｜淡黄褐色~赤褐色
２土師器長胴甕〈30.0＞（6.0）粗砂粒良褐色～黒褐色
３土師器壷く13.2＞粗砂粒良好淡黄褐色～黒褐色
４土師器壷（160）粗砂粒良好褐色～黒褐色
５土師器坏１２．３４．９粗砂粒良好淡赤褐色～黒褐色
６土師器坏１３．６５．１粗砂粒良好褐色～黒褐色
７土師器坏１２．０４．４粗砂粒良好淡黄褐色～黒褐色
８土師器坏１１．９４．８粗砂粒良好褐色～黒褐色
９土師器坏１３．８５．４粗砂粒良好黒褐色
１０土師器坏１１．５４．３粗砂粒良好淡褐色～黒褐色

18号住居跡（第59図）

Ｉ調査区のＢＥ・ＢＦ－６３Ｇ、ＢＥ・ＢＦ－６４Ｇに跨がって標高13160ｍ前後の台地平坦部に検出さ
れた。南西方向にＪ１号住居跡、南東方向にＪ３号住居跡が位置する。
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

土師器長胴甕 1９．５ <14-0＞ 粗砂粒 良 淡黄褐色～赤褐色

土師器長胴甕 <30.0＞ (6.0） 粗砂粒 良 褐色～黒褐色

土師器壷 <１３．２＞ 粗砂粒 良好 淡黄褐色～黒褐色

土師器壷 (16.0） 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

土師器坏 1２．３ ４．９ 粗砂粒 良好 淡赤褐色～黒褐色

土師器坏 1３．６ ５．１ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

土師器坏 12.0 ４．４ 粗砂粒 良好 淡黄褐色～黒褐色

土師器坏 1１．９ ４．８ 粗砂粒 良好 褐色～黒褐色

土師器坏 1３．８ 5.4 粗砂粒 良好 黒褐色

土師器坏 11.5 4.3 粗砂粒 良好 淡褐色～黒褐色

１７.二Lｲ宝三冒三I司tr単＋１畳11ｸﾜ１
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第61図１８号住居跡出十漬物（２）
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形状は隅丸方形を呈し、規模は東西6.32ｍ、南北6.46ｍを測る。主軸は、Ｎ－５３ｏ－Ｅにとる。掘り込

みは最大が北隅で87cm、最小が南隅で57cmが残存する。床面は安定した平坦面で、堅繊面が４本主柱穴

の区画内部から南壁中央部分に広がる。周溝はカマドの両脇から全周する。1幅10～20cm、深さ２～８ｃｍ

を測る。

柱穴は４本主柱穴Ｐ１～Ｐ４が検出された。Ｐ１は58×46cmの楕円形で深さ96cm、Ｐ２は53cmの円形

で深さ80cm、Ｐ３は貯蔵穴と重複し、８３×72cmの歪んだ楕円形で内部に２カ所の掘り込みがあり、建て

替えが考えられる。深さは79と96cmである。Ｐ４は64×42cmの楕円形で深さ93cmである。貯蔵穴は東隅

に配され、８８×78cmの楕円形で深さ79cmを測る。

カマドは東辺の中央やや南寄りに灰白色粘土によって構築され、両袖部の先端に芯材として礫を設け

る。この礫間に長胴甕（１と２）を２つ連結して渡し、焚き口部の天井とする。焚き口から煙道部の全

長は1.35ｍ、焚き口1幅40cmを測る。煙道部は東壁をトンネル状に47cm程割り貫き、煙出部を26×21cmの

円形に開口する。

遺物は貯蔵穴の上面に編石が集中し、合計で42個が出土した。Ｐ３～Ｐ４に甕（３）が散在して出土。
18号住居跡出士遺物

番号器種口径器高底径胎土焼成色調

１土師器長胴甕１９．６３７．５３．６粗砂粒良好淡黄褐色～赤褐色

２土師器長胴甕１９８３６．２6.0粗砂粒良好赤褐色

３土師器喪２２．６〈24.0＞粗砂粒良好褐色～赤褐色

成・整形技法等の特徴・備考

底部木葉痕

４１須恵器 粗砂粒良好｜青灰褐色 ６と同一個体

５１須恵器 微砂粒良好｜暗灰褐色

６１須恵器 粗砂粒’良好ｌ青灰褐色

７１須恵器 微砂粒’良好｜灰褐色
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Ｖ歴史時代以降の遺構・遺物

19号住居跡（第62図）

１V調査区の南方でＤＭ－１６Ｇにその大半を占め、標高136.40～136.70ｍ間の緩やかな南傾斜面に検出

された。調査区の北方に地割りの溝が南北に走行する。同台地の西縁辺部には、点在して同期の住居跡

５７ 

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考
土師器長胴甕 1９．６ 3７．５ 3.6 粗砂粒 良好 淡黄褐色～赤褐色

土師器長胴甕 1９．８ 3６．２ 6.0 粗砂粒 良好 赤褐色 底部木葉痕

土師器甕 2２．６ <２４．０＞ 粗砂粒 良好 褐色～赤褐色

須恵器 粗砂粒 良好 青灰褐色 ６と同一個体

須恵器 微砂粒 良好 暗灰褐色

須恵器 粗砂粒 良好 青灰褐色

須恵器 微砂粒 良好 灰１ §色

須恵 微砂粒 良好 灰 ；色

編石 長19.9 ﾖ11.3 厚 ､３ 重６７１ 石質 輝石安山岩 1０ 司石 長15.2 幅7.4 厚5.3 重712 石質 黒雲母花崗岩

1１ 編石 長16.5 |幅５．１ 厚4.4 童５２１ 礫岩 1２ 編石 長15.5 幅4.8 厚4.7 重549 礫岩

1３ 編石 長14.4 １幅７．１ 厚4.9 童６９７ 輝石安山岩 1４ 編石 長14.1 幅5.7 厚4.8 童506 砂岩

1５ 編石 長13.0 '幅６．５ 厚3.5 軍４３６ 輝石安山岩 1６ 編石 長13.9 幅6.4 厚5.0 童621 礫岩

1７ 編石 長14.2 幅５．９ 厚5.0 童６３３ 礫岩 1８ 編石 長12.7 幅5.8 厚4.9 重588 輝石安山岩

1９ 編石 長14.1 幅６．３ 厚3.9 童５６５ ひん岩 2０ 編石 長14.0 幅5.7 厚3.8 軍445 石英斑岩

2１ 編石 長15.3 幅５．４ 厚3.9 童４８７ 石英斑岩 2２ 編石 長13ユ 幅6.1 厚3.8 軍422 輝石安山岩
2３ 編石 長13.2 幅５．１ 厚4.5 童４４５ 花崗閃緑岩 2４ 編石 長11.8 １幅5.7 厚4.5 童399 珪長岩
2５ 編石 長15.0 幅６．１ 厚4.3 童５６５ 輝石安山岩 2６ 編石 長13.3 １幅6.6 厚3.4 童428 輝石安山岩
2７ 編石 長12.1 I塙４．８ 厚4.0 重３１２ 礫岩 2８ 編石 長15.2 |幅5.8 厚4.6 重654 輝石安l｣｣岩

2９ 編石 長1４．４ 幅６．１ 厚4.1 童４８７ 閃緑岩 ３０ 編石 長15.5 幅7.1 厚5.0 童801 輝石安山岩

3１ 編石 長16.0 幅６．５ 厚4.6 童８２５ 礫岩 3２ 編石 長13.8 幅４７ 厚4.1 童375 輝石安山岩

3３ 編石 長16.3 幅６．２ 厚5.2 重７４７ 礫岩 3４ 編石 長14.5 幅6.3 厚4.3 童668 輝石安山岩

3５ 編石 長14.5 幅６．６ 厚5.2 重６６４ 火山礫凝灰岩 3６ 編石 長13.9 幅7.4 厚5.0 重703 花崗斑岩

3７ 編石 長15.2 幅６．９ 厚3.8 霞６３９ 輝緑岩 3８ 編石 長13.3 幅6.0 厚4.1 軍455 礫岩

3９ 編石 長12.7 幅５．７ 厚3.4 童３６０ 石英斑岩 4０ 編石 長12.2 幅5-7 厚3-7 童383 砂岩
4１ 編石 長14.3 幅６．７ 厚4.0 重５９６ 輝石安山岩 4２ 編石 長14.7 1幅7.5 厚3.8 重656 輝石安山岩
4３ 編石 長19.0 幅８．２ 厚5.4 重1369 輝石安山岩 4４ 編石 長14.0 幅5.5 厚3.7 重398 輝石安山岩

4５ 編石 長13.8 幅５．５ 厚4.3 童５０８ 輝石安山岩 4６ 編石 長15.4 幅5.8 厚3.8 童576 ひん岩

4７ 編石 長14.3 幅８．０ 厚3.6 童６９３ 花崗閃緑岩 4８ 編石 長14.0 幅7.4 厚3.8 童596 グリンタフ

4９ 編石 長1２．６ |隅６．８ 厚3.6 重４７１ 輝石安山岩 5０ 編石 長10.7 幅4.7 厚3.7 軍290 輝石安山岩



が存在すると推定される

形状は東西に長い隅丸長方形を呈し、南壁部分の２カ所に撹乱穴がある。主軸は、Ｅ－１３ｏ－Ｓにとる。

規模は東西長3.59ｍ、南北長３ｍを測る。掘り込みは残存の良い北西隅で50cm、南壁中央部分で33cmで

ある。床面はほぼ平坦なローム面である。周溝は北東隅から南西隅に連続し、幅16～25cm、深さ３cm前

後を測る。柱穴は検出されなかった。貯蔵穴は南東隅に配され､５０×45cmの円形気味で深さ31cmを測る。

カマドは東壁の南寄りに褐色粘土と礫によって構築され両袖部先端に礫を芯材として設けている。全

長65cm、焚き口幅30cm前後を測る。覆土の上面にＢ軽石が堆積する。

遺物は貯蔵穴と床面に土師器と須恵器の坏、高台付碗（４）・高台付皿（５）と覆土より砥石（８）が

散在して出土した。
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'9号住居跡±層註

１，耕作土２，Ｂ軽石３、黒褐色土ＦＰを含む

４，暗褐色土ＦＰを含む

５，暗褐色土ローム粒・ロームＢを含む

６，暗褐色土ローム粒・ロームＢ・焼土粒を含む136.7Ｂ Ｒ 

’9号カマド±層註

１，褐色土少量の焼土粒を含む２，褐色土焼土粒・焼土Ｂを含む

３，暗褐色土多量の焼土粒・焼土Ｂを含む

４，褐色土ローム粒を含む

19号住居跡第62図

19号住居跡出土遺物

成・整形技法等の特徴・備考番号器種｜口径｜器高｜底径胎土｜焼成｜色調
１須恵器坏｜（12.1）’３．６１５．０１粗砂粒｜良好｜黒褐色~淡黄褐色

２１須恵器坏｜（12.5）４．４１６．８１粗砂粒少良好暗灰褐色

３１須恵器坏（12.7）４．０１５．７１粗砂粒良好｜灰褐色

４１須恵器高台付碗（14.3）’５．５６．８１粗砂粒｜良好｜灰褐色

５須恵器高台付皿’（14.3）’２．７７．３１微砂粒｜良好｜灰褐色

微砂粒良好褐色６１土師器坏１（11.6）

粗砂粒良褐色７１土師器坏１（12.8）’３．６

８１砥石

溝状遺構（第64図）

１号溝

Ⅲ調査区の中央を東西にＤＡ－４５Ｇの標高134.80ｍ付近の傾斜面から低地方向に走行し、１Ａ号溝が

１Ｂ号溝を切り、ＤＢ－４２Ｇ付近で分|肢する。１Ｂ号溝に沿って２Ａ号溝が並走して構築されている。

612 

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 成・整形技法等の特徴・備考

須恵器坏 12.1） 3.6 5.0 粗砂粒 良好 黒褐色～淡黄褐色

須恵器坏 12.5） 4.4 ６．８ 粗砂粒少 良好 暗灰褐色

須恵器坏 12.7） 4.0 5.7 粗砂粒 良好 灰褐色

須恵器高台付碗 14.3） 5.5 6.8 粗砂粒 良好 灰褐色

須恵器高台付皿 14.3） 2.7 7.3 微砂粒 良好 灰褐色

土師器坏 lL6） 微砂粒 良好 褐色

土師器坏 12.8） ３．６ 粗砂粒 良 褐色

砥石
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第63図１９号住居跡出土遺物

１Ａ号溝は主軸をＮ-55.-Ｗ前後にとり、北西の先端部まで全長46ｍ程を検出した。掘り込みの形状

は残存の良い傾斜面で南壁がやや緩やかな立ち上がるの片薬研状を呈し、幅2.3ｍ、深さ1-3ｍを測り、

北西方向の低地部分に連れて'幅・深さを減じている。覆土から掘り替えが考えられる。

１Ｂ号溝は１Ａ号溝との交差するＤＢ－４２Ｇから幅を徐々に減じてほぼ真西に走行し、８号住居跡の

北東で二股に分岐している。掘り込みの形状は傾斜面で薬研状を呈し、幅3.5ｍ、深さ1.8ｍで底面幅２０

clnほどを測る。１Ａ・１Ｂ号溝とも出土遺物は皆無であった。

２Ａ．Ｂ号溝

２Ａ号溝は１Ｂ号溝の南側に並走し、幅40cm前後でＤＢ－４１Ｇで消滅する。２Ｂ号溝は２Ａ号溝と５

～5.5,幅で並走し、両者ともに底面が硬化し、道路状を呈している。１Ｂ号溝に共存関係するものの可
能↓性が考えられる。

３～５号溝は、地割りに拘わる近世の所産のものと推察される。

３号溝

Ⅲ調査区の傾斜面から低地への変換部分に南北に走行する。南端部はＤＢ－４１Ｇで１号溝・１号・３

号住居跡を切って緩やかな弧状を呈してＤＪ－３９Ｇまで全長43.5ｍを測る。

４．５号溝

４号溝はⅢ調査区の１号溝のＡとＢ号の分岐部分から傾斜面を横走して調査区南辺に達する。５号溝

は４号溝と並走する様に低地部との変換部分に走行する。

ａヲ



１．２号溝土層註

１～８．１２．１３は１Ａ号溝の覆土

１，黒褐色土Ｂ軽石を均質に含む

２，暗褐色土Ｂ軽石を含む

３，暗褐色土やや砂質でローム粒を含む

４，暗褐色土ＦＰ、ローム粒を含む

５，暗褐色土４層よりローム粒を多く含む

６，黒褐色土

７，黒褐色土６ⅣjよりＦＡが少量

８，暗褐色土ローム粒を多量に含む

９～11層は２号溝の覆土

９，黒褐色土ＦＰを含む

10、にぶい黄褐色土ローム粒を均質に含む

11、にぶい黄褐色土ローム粒・ロームＢを含む

12、暗褐色土２個に似る

13、黒褐色土Ｂ軽石を不均質に含む

14～22は１Ｂ号溝の覆土

14、黒褐色土ＦＰを含む

15、黒褐色土141画よりＦＰＫ粒が大きい

16、黒褐色土ＦＰ、ローム粒を含む

17、黒褐色土１６屑よりやや明るい

18、黒褐色土ＦＰを含む

19、にぶい黄褐色土ロームＢを多量に含む

20、暗褐色土ローム粒を多量に含む

21、にぶい黄褐色土ローム粒・ロームＢを含む

22、にぶい黄褐色土２１層より大きいロームＢを含む

23、にぶい黄褐色土２２より明るい

1－ 

１ １ １ 

０－ 

●． 

５ 

3号溝
4 

Ｒ－ 

＝] 

笛
、

１１－ 
５ ５ 

号満１Ａ 

響頁 、
＃ 

、

、7１

』Ｔ■可 『

Ｔ 

-1 

１
－
』 皇

1Ｂ号構 Ｉ 

=」
〃〃〃〃

6号溝 亨ミ

／ ／ 

▽’ 

【
ｎ
●

【
ｎ
●

5号溝 2Ａ号榊

、

Ａ 1３５０ Ａ’ 

０ １０ｍ 

~Ｉ 
ａＲ 4Ｃ ４２ 
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1Ｖ成果と問題点

本調査では、縄文時代の前期前葉～中期後葉と古墳時代後期の所産である遺構・遺物が検出された。

縄文前期黒浜式期に比定されるのはＪ２号住居跡のみであり、小規模集落の存在が推察され、天神風呂

地区では有尾式期の集落が展開している。このことは前期前葉期において南関東エリアを中心とする黒

浜式土器圏と群馬県から長野県を中心とする有尾式土器圏が交差する地域と推察される。中期では同台

地の先端部付近に選地された稲荷窪Ａ地点遺跡の加曽利Ｅ１式期の集落があり、東方で低地を挾んで小

林・大畑遺跡・上ノ山遺跡・西小路遺跡等の加曽利Ｅ２式期の集落が展開している。

古墳時代後期の集落は、土器様相から６世紀後半と想定する。１．Ⅱ調査区では調査区が限定された

ことと整地作業による破壊部分の為に全容は不明であるが、台地中央部から西傾斜面に分布すると推察

される。、調査区では低地部分から傾斜面に分布する。住居跡は、その規模、形状、主軸、カマドの位

置・構造等で細分が可能であり、変遷を示している。

本報告書では、紙面の制約から特出すべき遺物として「円筒形土器」と「木の葉型の坏」について考

察して見たい。円筒形土器は県内では出土例の少なく、管見では新田町木崎中学校校庭遺跡・粕川村前

田遺跡・三シ寺Ⅱ遺跡・成塚住宅団地遺跡・竹沼遺跡にある。木崎中学校校庭遺跡では、鬼高11式期の

１号住居跡から２点（15.16）出土している。短高のもの（器高31cm、口径14cm）は袖部に立てられ、

上部の周縁に扶りを設け、この扶り部に長高のもの（器高47.5cm、口径13.6cm）が横に架けられていた

としている。胎土に砂礫を含み、円筒埴輪のように櫛歯状エ具で縦方向の整形をしている。

前田遺跡では、古墳時代の２．５号住居跡から（18～21）出土している。胎士に小礫を多く含み、外

面は縦方向の荒いへラ削りの調整、内面は輪積み痕と指頭圧痕を明瞭に残している。断面は故意に押し

潰した様な楕円形を呈している。小島純一氏は調査所見からカマドの焚き口部分を構成したものではな

いかと私見している。

本遺跡の７号住居跡（17）出土のものは、胎土に砂粒を多量に含み、外面は雑な指撫と輪積み痕を残

しカマドに使用された長胴甕に見られる粘土が付着し、片面が二次焼成を受けている。内面には輪積み

痕と指頭圧痕を明瞭に残している。出土位置はカマドより離れた南方床面で、支脚状士製品や甑の出土

状況からカマド廃棄による行為がもたらした結果と推察される。この状況からカマドの構築部材として

使用された可能J性が考えられる。

成塚住宅団地遺跡では、円筒土管と称して30件前後の住居跡から出土し、５世紀後半～６世紀後半の

１世紀幅の時間差を考えている。５世紀後半のＢＨ－２１０では、円筒土管（１）と円筒埴輪（２）との供

伴事例があり、住居跡内で使用された可能性があり、６世紀前半では、ＡＨ－１１から外面ハケ整形（３）

とＥＨ－１０２からは外面へラ整形(４～６）の円筒土管、６世紀後半にもＢＨ－２９１より外面ハケ整形（７）

のものとＥＨ－３０６から外面へラ整形（11～13）の円筒土管がある。

三シ寺Ⅱ遺跡４区１号住居跡では、平安時代（10世紀後半～11世紀）のもの（23.24）があり、波状

文と横位区画文を交互に施している。

竹沼遺跡では、６世紀代の住居跡から両先端を先細りにした土錘形のもの（22）がある。

ここで成塚住宅団地遺跡の円筒形土器の変遷を試案し、県内を把握したい。

第１段階５世紀後半とするＢＨ－２１０の出土例である。１は円筒形土器の祖形と考えられ、断面形が四

角形を呈し、外面ハケ整形である。その使用方法は不明である。同様のものに６世紀半ば頃の居館跡と

ａ５ 
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第65図円筒形土器集成図（１）
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第66図円筒形土器集成図（２）

して知られる原之城遺跡の埴輪集積部祭祀で出土している（14）凸帯や透かしのまったくない特殊な円

筒埴輪（器高70cm、長径26cm、短径16cm）がある。

第２段階６世紀前半段階から普遍的に普及するカマドの構築材として使用され、Ａ類のＡＨ－１１出土

のものは第１段階のハケ整形を踏襲し、円筒埴輪に酷似している。その使用方法は袖部には扶りを施す

短高のものに長高のものを天井部として渡架している。埴輪窯が検出されていることから集落内に埴輪

工人が居住した可能性があり外面ハケ整形を施すものが製作にかかわったと推察される。木崎中学校校

庭遺跡のものに類似する。

Ｂ類のＥＨ－１０２出土のものは､第１段階の断面四角形の形状を踏襲し、外面へラ削り整形を施してい

る。

第３段階６世紀後半では第２段階Ａ類とＢ類のハケ整形とへラ整形の系譜があり、カマドの構築材と

して使用される。へラ整形のものは断面円形で内面に輪積み痕と指頭圧痕を明瞭に残す特徴がある。県

内の資料は、全てが両端を開口し、県外で見られる底部を有するものやソケット状に連結する様なもの

は見られない。現時点では、その派生は埴輪工人が県内でのカマド出現期に拘わり、消長は前方後円墳

の時期を同じくする７世紀前半と考えらる。

円筒形土器については、西山克巳氏が長野県考古学会誌79号で「７世紀代に信濃で用いられた円筒形

土器」と題して研究史概略・長野県と山梨県の出土状況・特徴・時期等について論考している。論考を

要約すると、「円筒形土器は早ければ６世紀末葉～７世紀初頭にカマドの構築材として天井部材・袖芯

材･煙道に用いられ、その機能は長胴甕に変化することで円筒形土器が消え去った。（９世紀代との関連

は不明）その分布は古墳時代から古代に至る主要地域に集中し、カマドの構築材とする人々は強い地縁

６７ 
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第67図木の葉形土器集成図

緑埜遺跡群Ａ区11号住居跡

群馬町三シ寺Ⅱ遺跡４区1号住居跡

群馬町三シ寺Ⅱ遺跡４区１号住居跡

長野市田中沖遺跡３号住居跡

長野市田中沖遺跡４４号住居跡

長野市田中沖遺跡第２号住居跡

同第２号住居跡

同第７号住居跡

同第12号住居跡

長野市屋地遺跡Ａ９号住居跡

坂城町北浦遺跡第１号住居跡

坂城町北浦遺跡第１号住居跡

坂城町富上遺跡Ｈ３号住居跡

坂城町宮上遺跡Ｈ16号住居跡

坂城町宮上遺跡第16号住居跡

松本市出川南遺跡３５号住居跡（25～37は西山論文転載）

上越市一之ロ遺跡東地区ＳＩ１１３

同同

聖籠町山三賀Ⅱ遺跡

上三川町殿山遺跡ＩＫＴ－８２

宇都宮市関道遺跡
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第６５．６６図

１成塚住宅団地遺跡ＢＨ－２１０

２同ＢＨ－２１０

３同ＡＨ－ｌｌ

４同ＥＨ－１０２

５同ＥＨ－１０２

６同ＥＨ－ｌＯ２

７同ＡＨ－１７６

８同ＢＨ－２９１

９同ＢＨ－２９１

１０同ＢＨ－２９１

１１同ＥＨ－３０６

１２同ＥＨ－３０６

１３同ＥＨ－３０６

１４伊勢崎市原之城遺跡埴輪集積部祭祀

１５新田町木崎中学校校庭遺跡１号住居跡

1６同１号住居跡

１７大胡町稲荷窪Ｂ地点遺跡７号住居跡

１８粕川村前田（Ｆ１）遺跡第２号住居跡

1９同第５号住居跡

2０同第５号住居跡

2１同第５号住居跡

第67図

１群馬町三ツ寺Ⅱ遺跡１区22号住居跡

２同同

３同５区47号住居跡

４ｔl･楽町天神II遺跡１号住居跡

５吉井町矢田遺跡Ⅵ５３号住居跡

６同同

７同同

８大胡町稲荷窪Ｂ地点遺跡９号住居跡

6８ 



的・血縁的関係であった」としている。その用途は、カマドの構築桐薑として共通性があるが氏が懸念す

る様に広域的な解明が必要であり、近県での出土例は新潟県･茨城県等にも散見されており、遠方では、

青森県八戸市立博物館図録にも類似品が見られ、その派生と消長等は今後の課題であろう。

「木の葉型の坏｣は、管見では県内の事例しか見当たらない。各報告書では、円筒形土器を出土してい

る三シ寺Ⅱ遺跡では１区22号住居跡と５区47号住居跡から匙形土器、天神Ⅱ遺跡1号住居跡では異形坏

とし、中沢氏は矢田遺跡で初めて「木の葉型の坏」と称して53号住居跡の遺物を紹介している。甘楽古

代館では、三シ俣遣跡（福祉センター）の出土品として木の葉形土器が展示されている。三シ俣遣跡で

は、その残存形状から把手の付く匙状の器形を想定し、天神Ⅱ遺跡では半分程の個体から両端部を細長

く丸める長楕円形の坏を想定したと考えられる。その全容は矢田遺跡53号住居跡のものや三シ寺遺跡で

詳らかになった。平面形は中沢氏の称した「木の葉」の形状であり、法量は長さ14ｃｍ・幅10ｃｍ・高さ４

cm前後を測る。これらは古墳時代後期の範嶬に掌握され、円筒形土器と同様に県内では出土例の少ない

ものであり、その特殊性から祭祀に拘わる供献器と考えられる。

最後に、関係機関はともより、酷暑の中で発掘調査に従事していただきました作業員及び、遺構・週

物の整理作業に携わった方々の．協力に感謝し、まとめとします。
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報告書抄録

Ｆリ イナリクボビーチテンイセキガナ

稲荷窪Ｂ地点遺跡名書

団体営土地改良総合整備事業茂木地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書、副書名

山下歳信編著者名

大胡町教育委員会／〒371-0231群馬県勢多郡大胡町堀越1,115番地編集機関

発行年月日

コード
調査面積 調査原因調査期間東経北緯所在地所収遺跡名

市町村

オオゴマチモトギアザ

大胡町茂木字 Ｈ７年６月10日
イナリクボピー

稲荷窪Ｂ 土地改良8,866ｍＩ 139.09'15〃36.24' 10304 イナリク錨ウメザワ

稲荷窪・梅沢 ～同年10月６日

特記事項主な遺物主な遺構主な時代所収遺跡名 種別

前期前葉～中期後葉竪穴住居３軒縄文時代住居稲荷窪Ｂ

土坑２基

集石土坑２基

木の葉形土器･円筒形土器の出土土師器・須恵器・石製品竪穴住居古墳時代

土師器・須恵器・石製品竪穴住居１軒平安時代

溝 不明

ブリガナ イナリクポビーチテンイセキ

書名 稲荷窪Ｂ地点遺跡

副書名 団体営土地改良総合整備事業茂木地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書1１

編著者名 山下歳信

編集機関 大胡町教育委員会／〒371-0231群馬県勢多郡大胡町堀越1,115番地
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所収遺跡名 所在地
コード

市町村
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

イナリクポピー

稲荷窪Ｂ

オオゴマチモトギアザ

大胡町茂木字
イナリクポウメザワ

稲荷窪・梅沢
10304 36.24' 139.09'15〃

Ｈ７年６月10日

～同年10月６日
8,866ｍ； 土地改良

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

稲荷窪Ｂ 住居

溝

縄文時代

古墳時代

平安時代

不明

竪穴住居３軒

土坑２基

集石土坑２基

竪穴住居

竪穴住居１粁

前期前葉～中期後葉

土師器・須恵器・石製品

土師器・須恵器・石製品

木の葉形土器･円筒形土器の出土
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稲荷窪Ｂ地点遺跡

平成10年３月30日
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群馬県勢多郡大胡町教育委員会
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